
，

・’

y
、

　
　
　
4

P

詳
　
、

う

［　曹P

貯
u

J
　
　
　
　
　
凶

’

弔

「
陣

㌔｛
「

檬
　三
丁

「

；
“
；

「
冨

F
　
’Fも　乱

｝

　
　
　
　
　
　
　

　
一
三
　
　
　
丁

　
　
一一
ぞ

　　

@
・
2
三
「
［

　卜

　’
　　璽

　
　
」
』

，
∵
．

　
三
一＝な

　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
F
「

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
「

二
～
・
㌔

｝
　
∫

　
　
　
　
　
　
’

4　

j
ゴ

「’
臼

「

一』三

噌
り
　
　

　
　
し

　
“
き

　
一
　
｝

　
　
㌦
二

　
　
［
7

　
［
＝
　
．

二
一
…
；

　
一
二
、

　
一
二
［

　
　
　
－
土

～
｝
＝
＝

　
－
　
一

　
［　

ゴ
・
　
　
一

・
　
』
－

　
　
　
「
＝

　
　
　
｝
一

　
　
　
　
一

｝【

一7
P

　
【　
甲
＝一く一一一

，

一

　
　
マ
　
ロ

　
　
　
一

　
　
　
曹
　
　
　
臼

　
　
一
＝
　
　
こ

　
　
　

　
一
　
n
　
、

　
　
　
　
　
　
「
㌦

　
帽
工
雫
　
　
一

　
　
　
　
∫

一　
　

，
　
一

噂

　　
㍗　　　噂

一 F

「
｝

「

陰
門

「

π

噌一
　二

「
ρ
一
「

　
　
　
　
一
』

し

守

「

ト

」

一
「

｝

噌

＝

　　　　f　　迄　雪
r

》
『
　
　
L

一

　
一
〒二
二

▲　

@

1

｝
一

　
一
こ

，
」
・
・
三
「
，

・
三玄

・＝
∴∴

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
’
・
三
」

．
　
、
．
　
一
一

∫
　
ー
ド
∵
　

」
　
　
．
　
二
二

　
　
　
・
　
　
「
三

＝
　
　
　
　
　
　
ご

一

㌦＝　，P「

　
　
　
　
　
「

．
・
＝
ノ
よ
「

こ
ご
　
．

，
一
ご
』

　　

E
　
－
【
ゴ

　　

@　

ﾎ
⇒

三
～
．
繋
；

㌧

3
＝
㌔

　

＝
二
．
：
－
～
≒

　
　
　
　
　
　
二
・
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
r
’
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
写

　
「
】
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ア

ニ
〕
～
　
　
r
三
　
一

＝
　
一
　
　
・
　
　
｝
＝

　
　
　
　
　
　
ず
「

一
」
、
｝

　
　
　
鱒

∴
∫
三
．
＝
～
二
、
＝
・

」
　
ご

一「

曹
一F∫三

O
ニ
コ
ロ
！

｝・

ﾗり

C

こ
一
　

［．

．
三
、

・、

a
E

「

も
」
，
四
㌔
ゴ
・
．
一
繭
・
ζ
雪
憲
喋
蚕
－
黄
」
・
妻
…
3
ミ
茎
巽
南
”
同
声
：
透
蚕
毒
・

、

、

r

「　ニご
、

、
「

「

　　一二

【 ’
■召

、

丁

富

「

「
「殉，

’
一

雫

「
　　　ヂ　　ニ｝

F
｝＝．

h一 一

三二
　
一
一
　
　
、

二
昌
．
＝

→
腕

一鳴

一

　
　
　
　
　
こ
　
一
噌

　　

@
「
∫
「
～

　　

@。

＝C

v

　　

@
　
・
三

二
　
6
一

∴
ご
｛
「
．
ご
～
㌧

　　

@－
?w

p

　　

@．
O
一

「
　
噌

　
　一．

＝P

「
“

　、　　
一

噌　　　一

　　　　＝　　　一　一　r㌃

一

三
パ
L
　
一

三
二
』

　一ε
　

思

脾
「

　
一
F
　
「
p

　
　
　
　
　
一

「　
一
　
　
｝

｝

　
ニ
　
　
＝
　
r

・
　
一
一
『

　」　
　
　
ξ
＝

　

　
　
　
二
　
　
　
↓

て

［
二
」
∵

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
三

　
雫

　　　〒　一
一

　
　
一
」・
7　

1

．
て
．
7
こ
7

　
「

　
一

一
　
一
7

三
　

F

［

「

　　一一一誓
、

一
　
　
膚

　
　
｛

一
△＋

一←　
　一

　・
　
［

㌦
」

一畠；（「噌

　　二一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
　
　
　
　
　
　
　
笥

馨
講
コ
三
L
菟
“
壽
董
7
7
撫
．
一

，

「P

@
｝

耽・「
－
、
∫

　
一

＾
辱
曇

　
「こ店

「
　
一

一
一

，

置
「

三
一「　
　
雫

曜・

@
・唯

　
ロ

「
；

「W

＝「

　　

W
　二

F’S．
二

　
〔

　
＝

胃

　
・
　
－
　
　
［
［
・

　
ほ

二
4
　
二
　
一
一
一

　
　
　
　
　
ぐ

　
⊃
　
　
　
な

　
　
　
ヒニ
ζ
▽

　
　
．
一
　
　
－

　
　
　
　
　
　
】
「

　
　
　
　
　
　
ご

・
　
　
　

　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
「
r
　
，

　
一　

　
　
’
　
＝

　
　
　
　
　
～

　
　
　
一
　
一
＝

　
一
　
㌦
、
　
一

・
　
↑
曲
＝
「

　
一
　
．

　
‘
～
」
『

　
　
　
コ

　
　
一
＝
＝
2
一

　
　
　
　
ニ
　
ヒ

ヨ

「
　
ご
∈

一

f　　　　炉　　　一　　　騨　　　　一ワーr
　
ドち
「r
直

ゴ
」
7
　
1

一
　
＝

　
一」

　　　　　　こ　　　　，　　　一　　一　－一
一

ヒ

［マ
P

一守

一　　噌一　　　　　　　皿　一一「胃　 ，　一

　r　　　　　　 一一轟一コ　＿

　　一　｝，一ご丘斐・ぐ一．π
　－　　、　　　 ンー一　　　　冒マ＝一　一
、＝　一！＝「　隙＝　層　　一　r　 ＿一 @　　 雌一　　停紫噂　二r　3曹r　　　　　　　　一　　　r　　一｝＿＿曹F＿　　　　　　一

へ＝

二
∫
｛

　
　
一［ノ

　
　
｝
丁
三

　
　
　
諄

「

一」▼
　
「

「奉
〒

　
　
・
～
三
・

　
　
　
　
ひ

　　

C
ポ
、
二

‘
羅
』
「
ヲ

㎝　

�
囑
ﾚ

・
三
p
ダ

≒
一
“
一
’
－

二
三
で

　
　
　
」
で
　
p

　
　
　
一

　
　
　
　
、
哺
｝

　
　
　
＝
三
L
π

F

美
［
乏
き
　
ξ
；
襲
・
一
・

　　　　　　　　　　凶

　　　　　　＿一じ

一一〕『r鼎

　｝ @

r　　『　　2

　　－r㌦一一一一∴一

ふ一

一一一7「一

．5廿 窒?D．

　
　
’
F
［
三
　
、

　　

@．
＝uい

ニード

|
滞
瓶
　

　
　
三
r
　
一
　

　　

@二。

v
∴
｝

　　

@
≧
r
≧
・

　　

@
・
二
．
三
－

　
　
　
「
　
－
一
　

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
＝
二

　
吻
一
一
・三
ξ

　
∴

　
一
　
　
　
　

　
　
　
，
＝

　
ミ
㍗
こ
三

三
．

ご二

二
“［8

　
r
r
三

　
丁
ξ

三
三

三
三
～
．

・「

h3

　　

@
」 ド

三
7
ゴ
回

忌｝…u一
〕
’
・
三
一

話
～
　
∴
　
．
三
～
一

三
㌃
㌧
二
；

・
暫
・
曽
焦
　
｝
｝

章
三
三
よ

こ
　
ゴ

　
こ
－
　
一

を
＝
て
こ
、

三
ζ

3　
τ一

、

　　一　一嘱一一ニー　　一　　　一　　、　～儒一』　　　　　　　一　　一　一r貯一

華遥＝諺尋三二二潅享一二≧劇茎編二ご残＿
惣記三遜鍋∵二置無受三毒毒藁
一期霞集ごく煮」璃1望琴黛　　　き．！．㌔7㌔L　．一ノー瓢∵一二．…、ゴ旦一㌦・｝一
　　一∫二恩言一…ゼ猛一＿＝．．．㌃凧tムが三三聴
　　一　一儀．一ニー．　一，’．；三一一　一＝＝亨∵．二・ド＝二
　　　　　　　　　『．一　’　　　一．噛一「＿計一｝㌦』一一㌔ゴー加　　　一　一　・＿㌦＿　一．　一∴一，　1＿一ル’∫二乱r　　　　　　　　　　　　　∵　　一一一一　．一　，　．も一一一事一湿Pr

』「「一
＝
，

↑
　
　
　
∫

’
　
一
こ

三
　
　
　
二
　∴

旧－

D
・
三
一

　
三

．
三
．
三

～
て

・
テ
ご
↓

　
　
一

　
　
曽

　
　
　
　
「
　

　
　
ニ
ギ
．

　
　
　
こ
「

　
　
元
二

　
　
　
　
二

　
　
「
　
㌦
　
．

　
　
一
，
！

三
∵
ゴ
・
．
二

　　

轣
`

　　
I
［
　
＝
．

　　

@・．

j
ゼ
…

　　

E
で
㍉

し斗
　　

@
べ

　　

@
一
ト
＝
二

「
三
　
」

　
も
　
ロ
　
　
　
　

二
　
≡
L

　
三
蹉
∴

　　
秩c一一

　
　
　
［

ミ

椚：
，
㌦

　
∫

＝
「
しろ

「

【
　
　

　
　
F

ゴ
ニ

　
ニ

ー

｝「
、 幽h

「

駒
－

P

、
　
　
・
　
」

…

！
考
｝

議

f
　
　
　
梶

懸
コ
蓉
趣
｝

　
　
　
　
ノ
　
ら

蓄
♂
山
毒
－
・
タ
♂
　
」
ξ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
二 　

　
　
　
　
「

苛
う
N
違
＝
き
へ
こ

諺
三
4
多



犬の機能的三尖弁閉鎖不全症に関する臨床的実験的研究

　　　桑　　原　　次　　郎

（家畜外科学教室　主任　北　　昂教授）
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　　　緒　　　　言

　正常な心臓においては，左右の心房（Left　atrium・Right　atrium）と左右の心室

（Left　ventricle，　Right　ventricle）の四室を有し・心房は心房中隔（Atr－

ial　Septum），　心室は心室．中隔・（Ventricular　Septum）によって区画されて

いる。そして，右心房には大静脈（Vena　cava）が開口しており，右心房と右心室の間は三

尖弁（Tricuspid　valve）によって区画され，右心室と肺動脈（Pulmonary　arte「y）

とは，肺動脈弁（Pulmonic　valve）によって開通している。左心房には肺静脈（Pu1－

monary　vei・n・）が開口しており，左心房と左心室の間は僧帽弁（Mitral　valve）によ

って区画されている。左心室と大動脈（Aorta）は大動脈弁（Aortic　valve）によって開

通している。

　このような解剖学的構造を有する心臓の機能は，心臓内にある特殊刺激伝導系（Special－

ized）conduction　system）によって電気的に興奮（Action　potential）した

のち，機械的に収縮弛緩運動（Systole　diastole）が行われて血液が循環する。心臓が

翻刺戟備州雄て敢的に興奮する1頂序は，はじめに心厳配神前・よ・て洞繍（SrA

node）に刺激が生成し，洞結節が興奮する。洞結節の興奮は心房筋（Atrial　muscle）

または心房内を伝導して房室結節（A－Vnode）に鱒され・ついでヒ練（Co㎜on　bun－

dle）を経て左右の脚（Bundle　branches）に伝わり・終末部のパーキンジエ線維網（Pu－

rkinj．e　fうbers）を経一て心室筋（Ventricular　muscle）に伝わり・心筋が電気

的に興奮する。

心臓におけるこのようなSpeci・li・ed・・nd・・ti・n・y・t・mを体表面の適当な位

置に電極を置いて誘導し，これを増幅して記録する心電計（Electrocardiography）に

よって観察することができる。換言すれば，心電計によって心臓の電気的活動を観察すること

が可能であり，あるいは記録された心電図（EIectrocardiogram）を判読することによ

って，心臓の電気鹸能の異常を知ることができるのである・心融波形と心機能との関係に

ついてみれば，P波は洞結節から心房の興奮（Atrial　depolorization）を表現し・pQ

間隔は心房の興奮がさめる過程（A・・i・lrep・1・・i・ati・n）厳わす・QRS群は心室

筋の興奮（Vent・i・ul・・d・p・1・・izati・n）厳現し・ST部分は心筋の興奮がその

醐に達した時期を劾す。T波は心室筋の興奮がさめる過程（V・n・・i・ular　repola一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1一



rization）を表現すると理解されている。このような心電図波形は心臓の機能的または器

質的な異常によってリズムまたは波形に歪を生ずるから，これを判読することによって，心臓

の電気的興奮の異常を知ることができるのである。

　心臓が電気的に興奮したのちに，心筋の収縮によって心臓が機械的に活動するが，はじめに

左右の心房が収縮して心房内の血液を心室内に駆出するが，このとき心室は拡張充盈期（Dia－

stasis）で房室弁が開放し，ついで心室は拡張末期（End－diastole）をむかえて収縮し

始める。このとき心房圧より心室圧がわずかにまさった時点で房室弁が閉鎖し始め，動脈弁が

開放するまでの等容収縮期（Isometric　contraction）を経て，半月弁が開放し最大駆

出期（Maximal　ejection）をむかえ，血液は心室から動脈へと駆出される。心室はさら

に収縮を続け心室内の血液は逓減駆出帆（Reduced　ejection）を経て，心室内からすべ

て動脈内に駆出される。心室内の血液が動脈に駆出されて心室内圧と動脈圧とが等圧の時期を

経て，動脈圧がわずかにまさった時点で半月弁が閉鎖し始め，房室弁が開放するまでの等容弛

緩期（Isometric　relaxation）があり，ついで房室弁が開放し急速充盈期（Rapid

filling）をむかえて，心室は弛緩しながら心房の血液が心室内に急速に充盈される。この

ような現象が1心拍毎に操返されて，心臓は血液循環のポンプ作用を営んでいる。

　心臓内の血液が．心臓の機械的活動によって循環するとき，血液の流れ，心筋の収縮，血管

の振動，房室弁ならびに半月弁の閉鎖によって心音（Heart　soundes）を発する。この心

音は等容収縮期に第1音（First　sound），等容弛緩期に第皿音（Second　sound），急

速充盈期に第皿音（Third　sound），ならびに拡張期末期に第W音（Atrial　sound）が

発生する。

　このような心音は，適当なPick　up　を体表面に接着して心音計（Phonocardi；ography）

で増幅し，心音図（Phonocardiogram）として記録される。この心音図を判読することに

よって心音の変化または異常心音を理解することができる。

　生体の循環は心臓のポンプ作用によって大循環（Greater　circulation）と肺循環

（Pulmonary　circulation）とに明確に分離され，その間に交通路はない。右心室か

ら朝出された血液は．肺循環によってすべて左心室に環流され，それが大循環によって全身に

駆出される。このとき右心室と左心室における分時拍出量（Cardiac　output）は常に等

しいが，大循環の圧は肺循環圧の4～5倍高く，血管抵抗も大循環系は肺循環系の4～5倍の

差があるといわれる。

　心臓血管における機械的な機能と，その内部に流れる血行の状態を観察する方法には，An

giocardibgraphy・・心内圧測定法，あるいは，　Cardiac　outputの測定や酸素分

圧の測「定llなどの検査．法が実施される。　Angiocardiographyは適当な心臓血管造影剤

を血管内に直接注入したり，あるいは心臓カテーテル法によって注入し，心臓血管の内部をX

線写真によって連続的に撮影して観察するものである。心内圧測定法は主として心臓カテーテ
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ル法を用いて，頸部または股部における動脈または静脈から心臓内に心臓カテーテルを挿入し，

これを直接法によってその部位の血圧を測定する方法である。またCardiac　outputは心

臓の1心拍出量を測定し，心臓の仕事量を推定する方法であり，これにはCardiogreenの

ごとき色素稀釈法，あるいは血流量の測定などによって行われる。酸素分圧の測定は体内の血

液循環によって運搬され，かつ消費される血液内の酸素または炭酸ガス量から，心臓の仕事量

を推定する方法である。またAnglocardiography，　Cardiac　output，酸素分圧の

計測，あるいは心臓カテーテル法は，これら心臓の生理的機能の観察に利用されるのみならず，

心臓血管の先天的な異常，あるいは後天的な心疾患の発見または診断にも応用される。

　心臓の仕事は大循環ならびに肺循環によって組織に栄養を供給することにある。いろいろな

原因によって心臓が器質的または機能的に障害を受けた場合，あるいは栄養供給の運搬老であ

る血液の量的，質的変化が生じた場合はさまざまな心疾患炉発生する。このような障害は先天

的にも後天的にも発生すると同時に，1っの障害が他に波及して，いわゆる悪循環（Vicious

cyCle）を生じて生体機能を低下させるのであるが，このような機能低下は先天的または後

天的な心疾患によってさまざまに変化する。

　過去における犬の心疾患に関する報告のうちで，心疾患の発生状況に関する報告（1）（2）（3）

が興味深い。すなわち，Detweiler　nK．らは268例の臨床診断において心疾患を有す

る犬の診断結果は，先天性心疾患11．0％，心膜炎3．0％，心筋炎20．0％，急性弁膜障害な

らびに心内膜炎45．0％，その他不明のものが21．0％であるという。また心疾患の発生状況

を病理学由に観察したMeier，Hらの報告によれば，619頭の後天性心疾患犬を解剖した

結果，心筋炎30．0％，血行障害25．0－％，弁膜症25．0％，心拡張，心肥大または心萎縮

15．0％，’ S内膜炎10、0％，腫瘍3．・0％，心膜炎1．0％であり，先天性心疾患は1．0％であ

ったと報告している。

　このように犬における心疾患の発生状況と剖検結果とは必らずしも一致しないが，先天性心

疾患に対して後天性心疾患がはるかに多く，なかでも，弁膜症や心内膜炎，あるいは血行障害

や心筋炎などが，かなり多い割合で発生していることが想定される。

　しかしながら，わが国においては，犬糸状虫症（Filariasis）の発生率が諸外国に比較

して極めて多く，献の約70－80％は犬糸状虫（Dirofilaria　i㎜itis）の寄生を

みるといわれることから考えれば，本症に起因して発現する後天性の心疾患あるいは心臓機能

障害がかなり多いものと予想される。

　犬糸状虫症に関する病態生理学的な診断についての報告は（67）（68）（69）（70）（71）（72）

（73）（74）らによってなされているが，なかでもTashjian，　R．　J．らは犬糸状虫症のAn

giocaTd＝i℃gr孕・ph’凵|’による血行動態について詳細に報告している。これらの報告からす

れば，犬糸状虫の心臓内寄生によってさまざまな心臓機能障害または循環障害が発生し，それ

から悪循環を生じて全身の循環障害に発展して，ついには極めて重篤な症状を呈して死に至る
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経過をたどることが想定される。

　犬糸状虫の寄生によって発現すると想定される心障害は，犬糸状虫の寄生部位，寄生数また

は寄生時期などによって，心障害の程度もそれぞれ異なると予想されるが，右心房または右心

室内に犬糸状虫が多数寄生している場合は，心拡張期において三尖弁狭窄症（Tricuspid

stenosis）を発し，右心房から右心室への血行を障害する。心収縮期においては三尖弁閉

鎖不全（Tricuspid　insufflciency）を発現して，右心室から右心房へ血行の逆流が

生じると同時に，肺動脈への血流量を減少させると予想される。また，犬糸状虫が肺動脈内に

寄生するときは，心収縮期に肺動脈狭窄症（Pulmonic　stenosis）を発現して，右心室

から肺動脈への血行を阻害し，心拡張期には肺動脈弁閉鎖不全症（Pulmonic　insuffi－

ciency）を発現して，肺動脈から右心室へ血行の逆流を生ずると同時に，肺への血流量を減

少させることが予想される。

　一方，三尖弁の障害においては，狭窄症の場合，右心房ならびに静脈系における血行のウツ

滞，閉鎖不全においては，逆流血行によって静脈系のウッ滞を生ずる。また，肺動脈弁の障害

では，狭窄症の場合において右心室の血行ウッ滞から右心室拡張を生じ，右心室拡張が機能的

三尖弁閉鎖不全症（Functional　tricuspid　insufficiency）を発現する可能性

があることが予想される。

　しかしながら，これまでの報告（8）（10）（18）（21）（24）（56）（60）では三尖弁ならびに肺

動脈弁の器質的な障害による閉鎖不全症についての報告は多いが，肺動脈狭窄に起因する機能

的三尖弁閉鎖不全症についての報告は少ない。

　そこで著者は臨床的な立場から，実際に臨床例でみられる機能的三尖弁閉鎖不全症について，

一般臨床検査，血液検査，尿検査，などの諸検査を実施したのち・X－Ray検査・心電図なら

びに心音図検査，あるいは心内圧検査を実施して，犬の臨床例における機能的三尖弁閉鎖不全

症について臨床学的に検討し，実際の臨床に活用し得る診断基準の確立を試みたQ

　さらに機能的三尖弁閉鎖不全症は犬糸状虫の心内寄生または肺動脈内寄生に起因すると同時

に，肺動脈狭窄によって右心室内に血行のウツ滞が生じ，右心室拡張にともなって機能的三尖

弁閉鎖不全症が発現する。これをHemodynamica1に追究し・本症の発生理論を実験的に

解明しようと試み，主題の研究を企図したのである。
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第1章機能的三尖弁閉鎖不全症の臨床検査所見

　臨床的に心疾患の診断を行うには，一般臨床検査，血液ならびに尿検査，あるいは血液の生

化学的検査などが行われるが，一般臨床検査では，とくに触診や聴診による心臓機能または脈

拍の状態，あるいは可視粘膜や頸静脈拍動，全身性浮腫，腹水や胸水の状態などが重点的に観察

される。

　これらを観察することによって，患畜が表現している臨床症状から心疾患の徴候を把握し，

他の疾患との類症鑑別を行わなければならないが，多くの場合，一般臨床検査所見のみでは病

勢の状態を概略的に把握し得るに過ぎない。

　したがって，つぎの検査段階として血液ならびに尿検査を行い，内因的に心疾患の状態を観

察する必要があるが，しかしこれらの検査法によっても，循環血液の質的な所見，あるいは組

織代謝産物の質的な検査は可能であっても，直接心疾患の機能的または器質的な障害を観察す

ることは不可能である。

　そこでX－Ray検査，心電図検査，心音図検査などの心疾患の診断に特有な特殊検査法が応

用されるのであるが．これらの検査法にあってもこれを単独で活用した場合．においては，必ら

ずしも心疾患の正確な診断資料とはならない。

　すなわち，X－Ray検査では心臓の形態的な変化を観察し，心電図検査では心臓の電気生理

学的な異常を観察する。心内圧検査では心臓内または血管内における血圧値によって体内循環

の異常が観察されるのであって，これらの検査法を総合的に活用して始めて心疾患の診断が容易

となり，かっ，その正確度を増すのである。

　一般に三尖弁閉鎖不全症とは，右心室内の三尖弁（Tricuspid　valve）がさまざまな原

因によって完全に閉鎖しない状態を総称した臨床的病名であるが・三尖弁閉鎖不全を起す原因

はさまざまな状態が考えられる。しかしながら，これを大別してみると，三尖弁が器質的な障

害によって閉鎖不全を起すものと，三尖弁自体には異常を認めないが，右心室拡張あるいはウ

ツ血性右心不全によって，三尖弁の附着している器管，例えば腱索や乳頭筋あるいは弁附着部

の位置的な異常によって機能的に閉鎖不全が起るものとに別けられる。前老を器質的三尖弁閉

鎖不全症（Organic　tricuspid　insufficlency）・後者を機能的三尖弁閉鎖不全症

（Functional　tricuspid　insufficiency）と呼ばれるQ

　実際の臨床においては，器質的三尖弁閉鎖不全症は比較的少なく，多くの場合は機能的三尖

弁閉鎖不全症であるといわれているが，犬における三尖弁閉鎖不全症は犬糸状虫（Dirofi－

laria　i㎜itis）の心内寄生によ・て，後天的に機能的三尖弁閉鎖不全が起り，時日の経

過にともなって器質的三尖弁閉鎖不全症に発展するCaseが多いとみられる。

　機能的三尖弁閉鎖不全症では，肺ウツ血，肺動脈狭窄あるいは犬糸状虫などの肺動脈栓塞，

肺動脈弁閉鎖不全症，あるいはその他のウツ血性原因によって・右心室が拡張または右心室腔
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　内容積が拡大することによって，三尖弁の完全閉鎖が阻害されるか，あるいは三尖弁の弁帆間

に異物，例えば糸状虫などが嵌入し，弁帆間に間隙が生じて完全閉鎖が阻害される場合，また

は弁帆を索引する腱索の異常や乳頭筋の位置的異常，あるいは腱：索に糸状虫がCoil　round

して，三尖弁の完全閉鎖が阻害されるなど，さまざまな状態が考えられる。

　しかしながら，三尖弁の閉鎖不全が起ると，心収縮期には右心室内の血流が右心房内に逆流

し，肺動脈への心拍出：量が減少する。

　その結果，静脈側ではウツ血性の循環不全が起ると同時に，動脈側では循環血液量の減少に

よる酸素不足症が起り，次第に悪循環（Vlcious　cycle）に発展する。

　それ故に，臨床的に機能的三尖弁閉鎖不全症を正確に診断しようとするには，一般臨床検査，

血液や尿の質的または量的な検査，心臓の機能または形態的な検査を行ない，これらの諸検査

を理論的に解釈して，総合的に判断しなければならない○

　本章では犬における実際の臨床例について，三尖弁閉鎖不全症における諸検査の成績を吟味

し，その問題点を抽出して，つぎの実験的な研究の足場としたものである。

第1節　検　査　方　法

　機能的三尖弁閉鎖不全症の臨床検査法はさまざまな方法が実施されているが，著者は系統

的に一般臨床検査，血液ならびに尿検査，および心内圧検査を実施した。その検査方法はお

よそ次の通りである。

　一般臨床検査は，望診，触診，聴診を行ない，血液検査は赤血球ならびに白血球数，血清

総蛋白量，赤血球容積比，血色素量，全血比重，白血球百分率，肝機能ならびにミクロフィ

ラリアの有無を検査した。これらの検査法はそれぞれの所定の術式にしたがった。

　X－Ray検査は左側方向または胸背方向投射で撮影し，必要に応じて心臓血管造影を行な

った。この場合の造影剤はAngioconrayを使用した。

　心電図検査は熱ペン式心電計（RS100）を使用し，針電極をもちいてA－B誘導法，　A

－B増高単極誘導法，胸部単極誘導法，ならびに胸部単極補助誘導法を行った。

　心音図検査は写真式心音計（AC－21S）または熱ペソ式心音心電計（RS－200）をも

ちいて，僧帽弁口部，三尖弁口部，大動脈弁口部，ならびに肺動脈弁口部から接触型マイク

ロフォン（PM　1）を用いてii秀導記録した。

　心内圧検査はフロ一管ン麻酔下で，頸静脈ならびに頸動脈からX－Ray透視によって心

臓カテーテル法を行ない，大静脈圧，右心房圧，右心室圧，肺動脈圧ならびに大動脈圧，左

心室圧を電気血圧計によってポリグラフで増幅し，ビジグラフに記録したQ

　病理解剖検査は諸検査を終了したのち，剖検によって肉眼的に観察し，心臓外膜面ならび

に内膜面の異常，三尖允僧帽弁，肺動脈弁，大動脈弁の異常，犬糸状虫の寄生数ならびに

寄生部位とその寄生状態などを綿密に観察した。
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第2節臨床症例

　犬における心疾患の症例のうち，先天性心疾患では，犬種，性，年令などによって相異が

みられるものもあるが，後天性心疾患では，ほとんどこれらの相関はみられないとされてい

る。とくに機能的三尖弁閉鎖不全症では，その大部分が後天的に発現するものであり，その

多くはいずれかの臨床症状を表現しているものである。

　ここでは．それぞれの検査法によって心疾患に確明しているとみられる48例の症例のう

ちから，機能的三尖弁閉鎖不全症と確認された13例の症例を表1，ならびに図1～9に示

した。

　犬種はシェパード．雑種，コリー，スパニエル，スピッツ，ドーベルマン種などであるが，

とくに犬種によって三尖弁閉鎖不全症が多い傾向はみられない。

　年令は5～16才で，比較的若年令のものは少なく高年令のものに多い。

　体重は犬種によって異なり，8．0～23．OKgで，中型犬から大型犬のものが多い傾向にあ

るが，必らずしも一定の傾向を示しているわけではない。

　13例の機能的三尖弁閉鎖不全症の回診時における現症は，望診，触診，あるいは聴診な

どによって観察した限りでは，食欲不振，腹水，肺ウツ血，咳漱，削痩．頸静脈拍動．収縮期

性心雑音，肺ラッセル音，呼吸困難などの臨床症状を発現しており，心肺機能障害または心疾

患を疑わせる症候がいずれの症例にもみられた。とくに頸静脈拍動ならびに収縮期性心内雑音は，

右心室からの逆流性血行を想定させ，三尖弁閉鎖不全症の主要な症候として注目される臨床

所見であった。また，これらの臨床所見の他に，削回が著明で咳漱を発し，肺ラッセル音が

聴取され，腹水や喀血などがみられた症例では，犬糸状虫症の症候が濃厚であった。このこ

とは，その後における血液検査ならびに剖検所見によっても確認された。

第3節　血液検査所見

　心疾患における血液検査所見は，いずれの心疾患においても診断または治療の指針となり，

また，循環血液の質的な検査は心疾患のみではなく，生体全体の機能を判断する上に重要で

ある。ここで述べる血液検査所見は機能的三尖弁閉鎖不全を起している症例について，循環

血液の質的な検討を行ない，本症における臨床診断の資料に供することを目的として実施し

た。

　機能的三尖弁閉鎖不全症における臨床例の血液検査所見についてみると，表2に示したよ

うに，赤血球数は症例撫22を除いて，270万～591万であり，正常値を700万とす

るならば，いずれの症例もかなり循環血液中の赤血球数が減少して貧血症の徴候を示してい

た。

　白血球数は7，100～25，200であるが，正常値7，000～8，000に比較すると症例Nα8を

除いていずれもかなり多く，これらの症例は内因性の炎症を有していると想定された。
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　血清総蛋白量は6．7～8．69／dlで，症例Nα2，3はほぼ正常であったが，その他の症例で

は正常値7．09／dlより多く，組織液の血管内滲漏の徴候がみられた。

　赤血球容積比は19～49％であり，症例翫22を除いて，いずれも正常値45％よりは

るかに少ない症例が多く，赤血球数の減少と相まって，循環血液中の赤血球数が減少してい

ることが想定された。

　血色素量は37～75％の範囲で，正常値70～80％の範囲に入るものは，13例中2

例であり，他の11例は正常値よりはるかに減少しており，赤血球数，赤血球容積比の減少

と相まって，かなり重篤な貧血症を呈しているとみられる所見であった。

　白血球百分率についてみると，リンパ球や好酸球が多く，いずれも内因性炎症の徴候を示

していた。

　肝機能検査所見では，大部分の症例がグロス反応陽性を示して＝おり，なかには強陽性を示

しているものもみられ，機能的三尖弁閉鎖不全症では，大部分が肝機能障害を起しているも

のとみられる所見であった。

　機能的三尖弁閉鎖不全症と確認された13例の症例では，いずれもミクロフィラリアが検

出され，犬糸状虫の寄生が確認された。そしてこの犬糸状虫の心内または肺動脈内寄生が，

機能的三尖弁閉鎖不全の主役を演じているのではないかと思考された。

第4節　循環血液の生化学的所見

　循環血液の一般的な検査のみでは，血液細胞または血清量などの量的な検査のみにとどま

り，血清中の化学的組成の変化を知ることができない。心疾患では血清中の化学的組成の変

化が診断の重要な手掛りとなり得るし，また，予後判定の資料としても重要である。ここで

は機能的三尖弁閉鎖不全症の13例について，血糖，血中コレステロール，尿素態窒素，ア

ルブミン，A／G，ピリルピソ，　GOT，　GPT，の検査を実施した。

　その結果は表3に示したように，血糖値は18．0～76．5mg／d　1であるが，大部分の症例

が60．Omg／d　l以上であり，かなり血糖値が高く，組織への血糖滲出が阻害されている徴

候がみられた。

　血中コレステロールは，263．0～401．Omg／dlであり，いずれも正常値に近い値を示

して異常は認められなかった。

　尿素態窒素は18．0～38．Omg／dlで，正常値より異常に多く検出されており・組織の代

謝産物が循環血液中に多量に移行しているか，または循環血液中の代謝産物の体外排泄が阻

害されているとみられる所見であった。

　血清中のアルブミン量は1．2～2．52／dlで症例姦9．％19以外の症例ではほぼ正常値であった。

　A／Gはいずれの症例においても，アルブミン量に対してグロブリン量：が多く・なんらか

の原因によって抗体産生量が増加しているものとみられた。

　GOT，　GPT，については，いずれの症例でも多少の増加はみられたが・ほぼ正常値に近
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いとみられる値であった。

第5節　尿検査所見

　心疾患では，循環障害によって二次的に組織代謝障害を発現する。尿の質的な検討を行な

うことは，組織代謝障害の程度を知るうえに重要であり，逆説的に心臓．腎臓，肝臓との関

連性を知るうえにも重要な検査である。

　とくに機能的三尖弁閉鎖不全症では，ウツ血性腎障害やウツ血性肝障害を併発することが

多い。ここでは機能的三尖弁閉鎖不全症によるウツ血性腎障害の臨床診断としての尿検査

を実施した。

　症例の尿検査所見は表4に示したように，尿中艶，尿中アルブミン・アセトン・潜血反応・

ウPピリノーゲソ，ピリルピソ，クロール，PH，ならびにケトン体について検査した結果，

尿中糖はいずれの症例でも陰性で，尿中に糖の排泄はみられなかった。

　尿中アルブミンは大部分の症例で0．2～0．5mg／dl程度の排泄がみられ，微量ではあるが

循環血液中の蛋白質が尿中に排泄されている現象がみられた。

　尿中のアセトンは陰性かまたはわずかに陽性を呈している程度で，とくに異常な所見はみ

られなかった。

　潜血反応は約半数の症例では陰性であったが，他の半数の症例ではかなり強い潜血反応が

みられ，・破壊された血球成分の尿中排泄がみられたことは，血液検査所見でみられた強度の

貧血症と関連があると考えられた。

　尿中のウロビリノーゲソならびにピリルピソの排泄は，ほぼ潜血反応陽性の症例に多くみ

られ，貧血症，潜血反応，肝機能障害はなんらかの関連性を有するものと考えられた。

　尿中クロールの排泄はほぼ正常範囲であり，とくに目立った所見はみられなかったQ

　尿中のPHは約半数の症例で酸性を示しているが，他の半数の症例では，乞0～7．5を示

して中性に傾いている傾向がみられた。

　尿中ケトン体は2～3の症例でわずかに陽性を示したのみで著変はみられなかった。

第6節　X－Ray検査所見

　生前における心臓を形態的に観察する方法として，X－Ray検査は極めて優れた方法であ

る。心疾患においては，心臓の形態，心臓血管の異常，肺野の器質的な異常を観察すること

が心疾患の重要な診断基準になり得φと同時に，造影法を併用するならば，血行異常による

機能的な心疾患の診断も可能である。

　ここでは機能的三尖弁閉鎖不全症について，心臓または心臓血管の異常を形態的または機

能的に観察することを目的として）～一Ray検査を実施した。

　機能的三尖弁閉鎖不全症と確認された12例のX－Ray検査所見は図10～21に示レた
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ように症例甑8の左側方向投射のX－Ray所見では，右心室ならびに肺動脈の拡張陰影像が

明瞭であり，肺動脈の血管拡張像と栓：塞の陰影像も観察された。胸背方向投射のX－Ray所

見では肺動脈の膨隆と右心室の拡張像が観察された。

　症例惚9の左側方向投射のX－Ray所見では，右心室と右心房の拡張が著明で・心基底部

がかなり頭側前方に拡大していた。また，肺動脈の拡張像が明らかで，横隔膜葉の肺動脈で

は栓塞像も観察された。胸背方向投射のX－Ray所見では，肺動脈と右心室の拡大ならびに

右心房の拡張によって心基底部が増大している陰影燥が観察された。

　症例㎞10の左側方向投射によるX－Ray所見は，心臓全体の拡大像がみられ，あたかも

心臓は凹型を呈した状態を示し，とくに右心室ならびに右心房の拡大像は著明であった。ま

た，肺動脈基始部の拡張や肺動脈枝の拡張がみられ，とくに横隔膜葉でこの所見が強く観察

された。胸背方向投射のX－Ray所見でも，ほぼ同様の陰影像が観察された。

　症例Nα17の左側方向投射めX－Ray所見では，右心室ならびに肺動脈が拡大してその位

置を変え，あたかも胸骨と水平位置を示していた。また，右心室内に心臓カテーテルで注入

した造影剤が，右心室から右心房へ，さらに後大静脈にまで逆流している陰影像がみられ，

あきらかに三尖弁の閉鎖不全による心内血行の逆流が観察される所見であった。胸背方向投

射によるX－Ray所見では，右心室の著明な拡大と肺動脈の膨隆している所見が観察された。

　症例Nα18における右側方向投射のX－Ray所見では，右心室と右心房の拡大像が明瞭に

観察され，とくに心臓カテ。テルによる造影剤の注入によって，右心室の血液が右心房と後

大静脈に逆流している所見が明瞭であった。

　症例Nα19における右側方向投射のX－Ray所見では，右心室の拡張，肺動脈の拡張なら

びに右心房の拡張像が明らかであった。また，心臓カテーテルによる造影剤の注入によって・

右心室から右心房ならびに後大静脈への逆流血行が観察された。

　症例Nα22の右側方向投射によるX－Ray所見は右心室と肺動脈ならびに右心房の拡張が

みられたが，とくに右心房の拡張が極めて明瞭であった。また，心臓カテーテルによる造影

剤の注入によって，右心室から右心房あるいは後大静脈への逆流血行が明瞭に観察された。

　症例甑23の左側方向投射におけるX－Ray所見は右心室ならびに右心房の拡大と肺動脈

枝の拡大像が著明であり，とくに横隔膜葉における肺動脈枝の拡大が明瞭であった。胸背方

向投射のX－Ray所見でも，ほぼ同様の所見が観察された。

　症例Nα24における左側方向投射のX－Ray所見では，右心室ならびに右心房の拡大像が

著明であり，また，横隔膜葉における肺動脈枝の拡大像もあきらかであった。胸背方向投射

のX－Ray所見では，右心室ならびに右心房の拡大と同時に，左心室と大動脈が拡張してい

る所見もみられた。

　症例隔29における右側方向投射のX－Ray所見は，右心室の拡大と肺動脈基始部の拡張

がみられ，肺動脈枝の拡張は横隔膜葉ならびに心葉において著明であった。また，肺動脈分
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岐部に近い位置で栓塞像が観察された。しかし，本訴は心臓カテーテルによる造影剤の注入

によって右心室からの逆流血行は認められなかった。

　症例Na31における左側方向投射のX－Ray所見は，心収縮期で右心室の拡大像はあきら

かでないが，肺動脈基始部の拡張像は極めて明瞭であり，その下方にみられる右心房も拡大

している所見がみられた。

　症例Nα33の右側方向投射におけるX－Ray所見は，両心室の拡大，主肺動脈ならびに後

大静脈の拡大と肺動脈紋理が著明であり，横隔膜葉において栓塞像がみられた。

　胸背方向投射では，両室ともに著明な増大を示し，主肺動脈の膨隆もあきらかであり，両噂

室拡大，肺動脈拡張の所見がみられた。

第7節　心電図検査所見

心臓が活動する、際には，その収縮期において必らず起電力（Action　potential）を

生ずる。心疾患において，心臓の機能的または器質的な障害が起れば，心臓の起電力に変化

が生じるから，これを心電図に記録またはブラウン管で観察することによって・心臓の電気生理学的

な異常を知ることができるQ心疾患の臨床診断には電気生理学的な診断法として，心電図検

査は他の方法では不可能な所見が得られ，心疾患の診断に極めて重要な診断基準を提供する。

　ここでは機能的三尖弁閉鎖不全症に一よって発現されている心臓の電気生理学的な検査を目的と

して心電図検査を実施した・

　機能的三尖弁閉鎖不全症13例の心電図検査所見はA－B誘導法，A－B：増高単極誘導法・

胸部単極誘導法，ならびに胸部単極補助誘導法によって行なった。

　第1項　A－B誘導法ならびにA－B増高単極誘導法における心電図所見

　　A－B誘導法ならびにA－B増高単極誘導法における心電図所見は図22～34に示し

　たように洞性頻脈または洞性徐脈がみられる例以外は，著明な不整脈はみられないQそれ

　ぞれの棘波についてみると，全体的な所見としてA－BL　皿誘導においてはRS　type

　を示し，S棘の増高しているもの，あるいはQRS群の間隔が延長しているものやST部

　分に変化が認められるものもあった。

　　それぞれの症例について詳しく観察し七みれば，症例晦8ではA－BI誘導でRStype

　を示し，S棘の増高とQRS群の間隔が延長（o．06sec．），T波の増高・ST部分の上昇

　がみられた。

　　A－B皿誘導においてはRstypeを示し，その他の異常所見はA－Br誘導と同様であった。

　　A－B増高単極誘導法のaVRでは，　QR　typeを示し，　R棘の増高とQRS群の間隔

　が延長ならびにT波の増高とST部分の上昇がみられた。　aVLではrStypeを示し・

　S棘の増高が著明であり，その他の異常所見はaVRと同様であった。

　　症例Nα9のA－B1，　E誘導では，　Rs　typeであるが，いずれもs棘が1・0～1・5mV
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を超えるから正常値（0．5mV）より増高しており，　T波の増高・ST部分のスラー状の変

化がみられ，QRS群の間隔が延長（o．05sec）していた・A－B増高単極誘導法にお

けるaVRではQr　typeで，ほぼ正常に近いtypeを示しているが・その他の異常所見

はA＿Bl，　E誘導と同様であった。　aVLではRsr’typeを示し・かなり電位が低かった。

　症例梅10のA－BI誘導では，上室性期外収縮が散発的にみられた。QRS群はRS

typeを示して異常に増高し，その振幅は8．OmVを超え，その間隔は延長（0．06sec）

していた。また，P波は肺性P波を示し，　ST部分はわずかにスラー状の変化を示してい

た。A－B証誘導では，　Rstypeを示しているが，　s棘が増高（3・OmV）していた。　A

－B増高単極誘導法のaVRでは，　QRS群がQRtypeを示し・その振幅は8・o㎡Vを超え・

間隔の延長（0．06sec）がみられた。　aVLにおいてはrStypeを示し・S棘の増高

が著明であり．その他の異常所見はaVRと同様であった。

　症例撫17においては全体的に低電位差がみられ・A－BI誘導では・Rstype　を示

し，その振幅は約1．5mV以下であった。またs棘の増高がみられ・QRS群の間隔が延

長，P波の平底，　ST部分の降下，　T波の逆転などがみられた。　A－B皿誘導ではRs

typeを示しているが，その他の異常所見はA一BI誘導と同様であった。　A－B増高単極誘

導法におけるaVLでは，　Qrtype　を示し，　QRS群の間隔が延長・P波の平底・ST

部分の上昇がみられた。aVLではRStype　を示し，その他の異常はaVRと同様であ

ったむ

　症例Nα18に：おけるA－BI誘導ではRstypeであるが・R棘が異常に増高（約6・OmV）

し，その間隔は延長（0．06sec）している・また・P波の平底・ST部分の降下がみら

れた。A＿BH誘導では，　Rtypeを示してs棘が欠如している。その他の異常所見はA－

BI誘導と同様であった1。　A－B増高単極誘導法におけるaVRではQStype・aVLでは・

R，tyP・．でほぼ正常なtyp・を示しているが・その電位は・4・・mV以上で増高を

示していた。

　症例1a19のA－Bl誘導では，　RStype　を示し，その振幅は8・OmV以上で・間隔は延

長（0．08sec）がみられたQ　A－B皿誘導ではRStypeを示し・S棘の増高が著明で

あった。A－B増高単極誘導法におけるaVRならびにaVLでは・QRtype　を示し・

その振幅は6．0面V以上であった。aVRではR棘，　aVLではS棘の1ロbｪ著明であった。

　症例Nα22におけるA－Bl誘導では，　rSr・typeを示し・その振幅は4・OmV以上

であり澗隔の延長（0．06・ec）がみられた。A－BH繍ではRStyp・を示し・S棘

の増高が著明’であった。A－B増高単極誘導法のaVRではQr　typeを示して正常の

typeであるが，　aVLではrStypeを示してS棘の異常な増高がみられた。

　症例Nα23ではA－BI，皿誘導とともにRS　typeを示し・S棘の増高とQRS間隔

の延長（0．06sec），P波の平底，　ST部分の降下が著明であった。A－B増高単極誘導
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法のaVRではQR　typeを示してR棘の増高とその間隔の延長ならびにST部分の上昇

が著明であった。aVRではRS　typeであるがその振幅は低く約し5mVであった。

　症例Nα24の心電図所見は症例Na　23とほぼ同様の所見であった。

　症例Nα29のA－Bl誘導ではQRS間隔の延長，　T波の逆転以外はほぼ正常の波形を

呈しており，A－B皿誘導では，　QRS群に分裂がみられた。A－B増高単極誘導法では

ほぼ正常で，異常所見は認められなかった。

　症例Nα31のA－Bi，　H誘導ではRs　typeを呈しているが，　S棘の増高とQRS群

の間隔が延長（0．06sec），肺性P波，　T波の陰性化，　ST部分の降下などの異常所見が

みられた。A－B増高単極誘導法のaVRでは，　QRS間隔の延長，　ST部分の上昇が著

明であり，aVLでは上行脚にノッチがみられた。

　症例Nα32では，洞性頻脈がみられ，A－Bi，皿誘導でrS　typeを示し，　S棘が異

常に増高を示し，全体の振幅はA－BI誘導で牝omVを超える。QRS間隔は延長（o・08

sec）している。また，　ST部分は降下し冠性T波がみられた。　A－B増高単極誘導法の

aVRではQR　typeを示してR棘が増高し，　aVLではRS　typeでS棘が増高してい

たoA－B誘導と同様に冠性T波，ST部分の降下が観察された。

　症例Nα33では，洞性頻脈，非代償性の期外収縮が散発的にみられた。A－BI誘導で

はrStypeでS棘の増高が著明であり，　A－B皿誘導ではRs　typeを示しているが・

S棘の増高がみられた。また，いずれの波形でもQRS間隔の延長（o・06sec）がみら

れた。その他，P波の平底化，冠性T波，　ST部分の降下などの所見がみられた。　A－B

増高単極誘導法のaVRではQR　typeでR棘が増高し，　aVLではrS　typeでS棘の

増高がみられた。いずれも冠性T波，ST部分の上昇または降下がみられた。

第2項胸部単極誘導法における心電図所見

　胸部単極誘導法における心電図所見は図22～34に示したように洞性頻脈または，洞

性徐脈あるいは上室性期外収縮がみられる例もあるが，その他の不整脈はみられなかった。

それぞれの例について詳しく観察してみると，症例Nα8では全体的に低電位差を示し，冠

性T波ならびに冠不全の徴候がみられた。左心室側のC・では，RS　typeを示してS棘

が増高し，右心室拡張の徴候を示していた。

　症例Nα9では不整脈はみられないが，冠不全，冠性T波がみられ・左心室側のC・

ではRS　type，右心室側のC、ではRs　typeを示し，あきらかな右心室拡張を示していた。

　症例閥α10ではかなり頻度の高い洞性頻脈がみられ，散発的に上室性期外収縮もみられた。

ST部分の変化は冠不全または心筋障害の徴候を示していた。左心室側のC・では，　rS

typeを示し，右心室側のC・では，　qRs　typeを示し，　QRS間隔は延長（o・06sec）

しているから，右心室肥大とみられる所見であった。
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　症例Nα17では不整脈はみられないが，全体的に低電位差を示していた。左心室側のC・

では，rS　typeを示してS棘が増高し，右心室側のC、ではQR　typeを示してR棘が

増高していた。またQRS間隔の延長（o．06sec）がみられるから右心室肥大とみられ

る所見であった。

　症例Nα18では洞性徐脈を呈し，上室性期外収縮が散発的にみられた。左心室側のC・

ではRs　typeを示しているがS棘の増高がみられ，右心室側のC・，C・ではQS　type

を示してR棘が欠如している。同時にQRS間隔はいずれの波形においても，著明に延長

（0．08層目。）しているから，左心室肥大の徴候を示しているとみられた。また，いずれ

の波形においてもST部分の変化は著明な冠不全の徴候を示していた・
　　　　　　　ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

　症例Nα19では洞性徐脈がみられ，左心室側のC・ではRS　typeを示してS棘が増高し，

右心室側のC、ではqR　typeを示してR棘が増高していた。また，　QRS間隔は著明に延

長（0．08sec）していることから，あきらかな右心室肥大とみられる所見であった。

　症例Nα22では，洞性頻脈がみられるが，その他の不整脈はみられなかった。左心室側

のC・では，rSr’typeを示し，　S棘の増高が目立ち，右心室側のC、ではRS　type

を示してR棘が増高していた。またQRS間隔は多少延長しているが，あまり著明でない

から，むしろ，右心室拡張とみるべき所見を呈していた。さらに，C・における肺性P波

はかなり明瞭であり，大部分の波形でみられたST部分の変化は心筋傷害の徴候を示していた。

　症例Nα23では不整脈はみられなかった。左心室側のC・ではRS　typeを示して，　S

棘が増高し，右心室側のC、，C、ではQR　typeを示してR棘が増高していた。　QRS間

隔の延長は比較的軽度であるから，右心室拡張とみられる所見であった。また，それぞれ

の波形におけるST部分の変化は明瞭な心筋障害の徴候を示していた。

　症例Nα24では，非代償性の期外収縮が散発的にみられたQ左心室側のC・ではRs

typeで正常波形を示しているが・右心室側のC．・ではqR　type・C・ではQR　type

を示しており，’ pRS間隔の延長は軽度であるから，右心室拡張とみられる所見であった。

　症例Nα29では不整脈はみられなかった。左心室側のC・ではqRs　typeであるが，

qまたはs棘は極めて小さく，また，T波の陰性化がみられた。右心室側のC・ではrS

typeであるが，　S棘の増高が目立ち，2．omVを超える。この場合，　QRS間隔の延長，

は著明でないから，左心室拡張とみられる所見であった。C・にみられる分裂は，脚ブロ

ックを疑わせるが，他の波形には全くみられないから，体表面電位分布の移動によるもの

であろう。また，右心室側C・のST部分は明瞭な心筋傷害を表現していた。

　症例Nα31では不整脈は認められなかった。左心室側のC・ではRs　typeを示してい

るが，s棘の増高がみられ，右心室側のC・ではrS　typeを示してほぼ正常波形を示し

ているが，C1・で’はQr　typeを示してr棘がわずかに高い。この場合，　QRS間隔がわ

．ずかに延長（0．05sec）しているのがみとめられるから・右心室肥大とみられる側節で
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あった。また，いずれの波形においても，ST部分の変化は冠不全の徴候を示していた。

　症例M32においては，洞性頻脈がみられるが，他に不整脈はみられなかった。左心室

側のC・では，rStypeを示しS棘の増高が著明であった。右心室側のC・，C・では

qR　typeを示してR棘の増高が著明であり，同時にQRS間隔は著明に延長（o．08sec）

しているから，あきらかな右心室肥大の所見であった。また，冠性T波が著明であり，い

ずれの波形でもST部分の変化は強い冠不全の様相を呈していた。

　症例Nα33では洞性頻脈と非代償性の期外収縮が散発的にみられるが，その他の不整脈

はみられなかった。左心室側のC、ではrStypeを示してS棘が増高し，右心室側のC・

ではqR　typeを示してR棘が増高している。そしてQRS間隔は延長（o．06sec）し

ているから，右心室肥大とみられる所見であった。ST部分はいずれの波形においても心

筋傷害の徴候を示していた。

第3項　胸部単極補助誘導法における心電図所見

　胸部単極補助誘導法における心電図所見は図22～34に示したように洞性頻脈または洞性徐脈

がみられる例，あるいは期外収縮がみられる例もあるが・その他の不整脈はみられなかった。

　それぞれの例についてみると，症例Nα8ではM、，、でRs　typeを示しているが，　s棘

の増高がみられ，胸部単極誘導法でみられた右心室拡張の所見を裏付けていた。M・のP

波は二相性であり，右心房の機能障害を表現していた。

　症例晦9ではM，，、でRS　typeを示して右心室拡張の所見を示しており，　M・にみら

れる肺性P波，M、の陰性P波の二嶺性は右心房の機能障害を表現していた。

　症例Na10では洞性頻脈がみられ，　M・，・でRS　typeを示しているのは，右心室肥大

を表現していた。また，M、　M、の僧帽性P波は左心房の機能障害を表現していた。

　症例Nα17では全体的に低電位差を示し，M・，肱のS棘の増高は右心室肥大の徴候を

示していた。また，PQ間隔が延長し第1度の房室プロ・クが疑われるが，洞性徐脈との

関係もありあきらかでないQ

　症例晦22では軽度の洞性頻脈がみられ，M・，M・でRS　typeを示し，　S棘の増高は

右心室拡張の徴候を表現していた。M・にみられる明瞭な僧帽性P波は左心房の機能障害

を表現していたQ

　症例Nα23では，M、，、でRS　typeを示し，　S棘の増高は右心室肥大の徴候を表現し

ており，M、の僧帽性P波は左心房の機能障害を表現していた。

　症例Nα29では，M・，・でqR　typeを示しているが，．qが小さくR棘が増高し・T波

の逆転がみられ，同時にQRS間隔が延長しているから，左心室肥大とみられる所見であ

った。また，Ml・の僧帽性P波・M・の陰性で二二性のP波は左右側心房の機能障害を表

現しているとみられる所見であった。
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　症例Nα31では，M，・でRs　typeを示しているが，　s棘の増高がみられるのは右心

室肥大を表現し，M，の僧帽性P波，　M，の陰性で二嶺性のP波は右心房の機能障害を表

現しているとみられる所見であった。

　症例Nα32ではM、，、でrStypeまたはRS　typeを示してS棘が増高していること

は，右心室肥大を表現しており，M、の陰性で増高したP波は右心房の機能障害を表現し

ているとみられる所見であった。

　症例Nα33では，M，，、のS棘の増高は右心室肥大の徴候を示していた。また，　M，の

陰性で幅広いP波は右心房の拡張を表現している所見であった。

第8節心音図検査所見

　心臓の収縮期においては房室弁（僧帽弁，三尖弁）が閉鎖し，半月弁（肺動脈弁，大動脈

弁）が開放して第1音を形成し，心臓の拡張期には半月弁が閉鎖し，房室弁が開放して第H

音を形成するQ心疾患においては，多くの場合，心内血行の異常，房室弁の異常あるいは半

月弁の異常などによって心音に異常を生ずる。とくに機能的三尖弁閉鎖不全症では，三尖弁

の完全閉鎖が阻害される結果，右心室から右心房へ血行が逆流するために，逆流性の心内雑

音が本症診断の重要な診断基準となる。また，肺動脈弁の閉鎖不全または狭窄は，右心室拡

張の重要な原因となり，この場合においても逆流性または狭窄性の心内雑音を呈し，本症の

病態を観察する上に重要である。

　ここでは機能的三尖弁閉鎖不全症の11例について，心音図検査を実施し，本症における

心蔵の機械的または機能的な病態の観察を行なった。その成績は図35～45bに示したとうりである。

　それぞれの症例について詳しく観察してみると，症例Nα8においては，僧帽弁口部におい

て極めて明瞭な収縮期性雑音が観察された。この収縮期性雑音は，L，　M、，M2，Hの段

階でみられ，音域に比例して雑音が明瞭に出現しており，Hの段階で最も明瞭である。また，

この雑音は心収縮期の後半に出現しているから，半月弁の狭窄性雑音とみられる所見であった。

　症例Nα9においては．いずれの心音図誘導部位においても，あまり明瞭な雑音はみられな

いが，僧帽弁口部におけるL，M・，M、，肺動脈弁口部におけるL，　M・，M・，大動脈

弁口部におけるL，M1，に第i音に続く漸減性の収縮期性雑音と第H音に続く漸減性の拡

張期性雑音がみられる。これらの雑音は比較的低音域の雑音であると同時に漸減性の雑音で

あることからみれば，房室弁ならびに半月弁の逆流性雑音とみられる所見であった。

　症例Nα10においては，いずれの心音図誘導部位においても収縮期性雑音が観察され，と

くに三尖弁口部において最も明瞭である。この雑音は第1音を含んで漸増漸減性であると同

時に．第皿音に包含されておらず，しかもL，M・，M・，Hの段階で雑音域が出現してい

るが，三尖弁口部ならびに肺動脈弁口部において最も明瞭に出現していることは，三尖弁口

部の逆流性雑音とみられる所見であった。
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　症例Nα17においてはあまり明瞭な心雑音は観察されないが，三尖弁口部において第i音

に続く漸減性もしくは持続性の収縮期性雑音が観察される。この雑音は比較的中音域の段階

でみられ，第1音に続く漸減性もしくは持続性雑音であり．とくに三尖弁口部における雑音

の出現がみられることは，三尖弁口部の逆流性雑音とみられる所見であった。

　症例Nα18においては，僧帽弁口部におけるM・，M・，Hの中音域から高音域の段階で

漸減性または持続性の収縮期性雑音がみられ，音域に比例して雑音の程度は高くなっている。

この雑音は第1音から第皿音に続く収縮期性雑音であり．僧帽弁口部において最も明瞭に現

われているから，房室弁の逆流性雑音とみられる所見であった。

　症例Nα19においては，いずれの心音図誘導部においても明瞭な収縮期性雑音がみられるが・

とくに僧帽弁口部ならびに三尖弁口部において著明である。この雑音は第i音を包含して．

漸増，漸減性であり，中音域の段階で最も明瞭に現われていることからすれば，房室弁口部

における逆流性雑音とみられる所見であった。

　症例Na　22においては，いずれの心音図誘導部においても第i音に続く漸減性または持続

性の収縮期性雑音がみられるが，とくに僧帽弁口部ならびに三尖弁口部において著明である。

この雑音は中音域から高音域にかけて出現し，僧帽弁口部または三尖弁口部で著明であるこ

とからすれば，房室弁口部における逆流性雑音とみられる所見であった。

　症例Nα24においては，いずれの心音図誘導部位においても極めて明瞭な漸減性の収縮期

性雑音がみられるが，とくに僧帽弁口部ならびに三尖弁口部において明瞭である。これらの

雑音は第1音に続く漸減性雑音であると同時に，中音域から高音域にかけて出現しており・

とくに僧帽弁口部ならびに三尖弁口部で強く出現していることは，房室弁口部における逆流

性雑音とみられる所見であった。

　症例Nα29においては，あまり明瞭な雑音はみられないが，僧帽弁口部におけるL・M・・

三尖弁口部におけるL，肺動脈弁口部におけるしの音域でわずかな収縮期性雑音がみられる。

この雑音は第1音を包含して漸減性であり，低音域または中音域で出現しており・三尖弁口

部で最も明瞭であることからすれば，三尖弁口部における比較的軽度な逆流性雑音であると

みられる所見であった。

　症例Nα31においては，症例Na　29と同様にあまり明瞭な雑音は観察されないが，僧帽弁

口部におけるL，三尖弁口部におけるしの音域で第1音に続く漸減性の雑音がみられる。この

雑音は低音域で第1音を包含して漸減性であり，僧帽弁口部と三尖弁口部に出現しているが・三尖弁

・部でより明瞭であることからすれば，三尖弁口部における軽度の逆流性雑音とみられる所見であった。

　症例Nα33においては，いずれの心音図誘導部位においても明瞭な収縮期性雑音の出現が

みられるが，とくに僧帽弁口部ならびに三尖弁P部で著明であり．僧帽弁口部の雑音に比較

して三尖弁口部の雑音はより明瞭である。また，この雑音は高音域よりも低音域に強く現れ

ていることからすれば，房室弁口部における逆流性雑音とみられる所見であった。
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第9節 心内圧検査所見

生体内における心鞍の役裂は，機筏的なi畏結弛緩運動iこよって車液鑓環をつかさどり，組

織への栄養補給と組織からの老廃物を運搬して体外に排濯する仕事である O この場合，循環

血液は量的にも実的にも正常であり.心臓の1&結弛緩運動ならI.f'Iこ弁震や皐管の話番も正常

であるならば，心臓本来の仕事設は十分満足されるが，これらの活動がその一部に欠簡を生

じた場合，心臓の仕事量は減少し.体循環ならびに組織街環に障害をきたす。

心臓の仕事最を臨床的に観察する方法として，多くの場合心内庄の測定，心臓拍出量ある

いは血液ガスの測定などが行われるが，このうち心内庄の測定は段も鵠的民心裁の仕事量を表現する。

また，心内圧は心音や心臓の電気生理と密接な関係を有すると同時に，血行力学的な観察

は心臓疾患を診断するうえに極めて重要である。さらに血行力学的な観察は，すべての心疾

患において，その病態を理解するのに必然的iこ理解されえまければならない問題である O とく

に房室弁または半月弁の閉鎖不全や狭窄症あるいは先天的な心臓疾患においては，心内圧の

測定結果から血行力学的な考察を行なうことによって.正確な臨床診断を得る可能性が強い。

ここでは機能的三尖弁閉鎖不全症について.右心室正，右心湾圧，柿動時庄.後大静賑圧.

左心室圧，大動様圧を計崩し，本症についての由行動態を観察して，機能的三尖弁閉鎖不全

症における血行力学的な検討を行なうと向時に，その問題点を抽出し.主題にかかげた突験

的研究の是掛りを得ることにした。

心内圧の測定には，それぞれの心内圧波形について血行力学的な解釈がなされており，臨

床的にはこの心内圧波形と心電凶，心音悶あるいは末梢血圧との関連性が心疾患の重要な診

断基準となる場合が多い。

一般に左右の心室内圧波形は 7段踏の曲線で示され，心収縮が蛤まって間もなく記る等容

収縮期 (Isometriccontraction)にA波が出現し，この時期に心音図では第 l音が

みられる O ついで心室からの血液が最大に駆出される時期が最大駆出期(Ma x i ma 1 e j e-

c t i on )でB波が現れる。最大駆出英語についで心内圧が減少しながらも血液が駆出される

時期が，逓減駆出期 (Reducedejection)であり.C波が出現する。つづいて心内圧

が減少し，大動脈圧と心室内圧が等容になる時期が等容弛緩期(1 some t ri c r e 1 axa t i on ) 

であり.D波が現れ，心音図のうえでは第E音がみられる。心拡張期の初期に心房から心室

内に念、速に血液が充満する時期が急速充盈期 (Rapid filling)で互設が現れ，急速充

盈期につづいて心室内に血液が充満される時期が拡張充盈期 (Diastasis)でF波が出現

する。最後に心室内に鼠液が完全に充満し，心収縮が始まるまでの時期が拡張期末期 (End-

diastole) でG波が現れるのである。

心房内圧は 6段階の曲線で示されるO すなわち a波は'l二房から心室に駆出される心房収

縮期 (Atrial systole) に現れ x波は心房内に血液の流入する心房弛緩期(Atrial
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diastole）に現れる。ご波は心室収縮期の等容期（Isometric　contraction）に

弁帆の心室内膨出時に出現し，x’波は心室の駆出頬（Maxi㎜l　or　Reduced　ejec－

tion）の時期に房室の中隔が牽引されることによって出現する。v波は心房内に血液が充

満する心房充盈期（Atrial　filling）に現れ，ゾ波は心室拡張（Isometric

relaxation）の初期で心房圧の減容期に出現する波形である。

　これらの心内圧波形は，それぞれの心疾患による心内圧の変化によって変形すると言われ，

例えば房室弁閉鎖不全症または狭窄症などに：おいては，これらの心内圧曲線の変化から，か

なり正確な臨床診断を得ることが可能であるとされているが，その詳細についてはいまだ不

明の点が多い。

　そこで機能的三尖弁閉鎖不全症と診断された13例の症例について，それぞれの心内圧を

測定し，これまでに報告された正常犬における心内圧測定値と比較検討してみると，図46

A～59Bに示したような成績である。それぞれの症例について詳しく観察してみると，症

例Na　8においては，右心房圧が20．0～10．OmmH　gでa波は3相にわかれ．　x波はかなり膨

隆した波形を示している。C波ならびにX’波は比較的正常に近い波形を示しているが，　V波

は2相性に変化している。また，y波はかなり急峻でつぎにつづくa波はやはり3相にわか

れている。この波形からみれば，右心房収縮が減弱し，右心房から右心室への駆血が阻害さ

れ，右心室の陣容収縮期における三尖弁膨出力は極めて弱いか瞬間的である。また，右心房

への血液充盈度は不安定で，その時間が延長している現象がみられる。右心室圧は21．7～0

・mmHg　で，　A波が2～3相にわかれて等容収縮期圧の変動がみられ，　D波はあまり明瞭で

なく，C波は平担でその時間が延長しているから，右心室からの駆血が正常のものよりかな

り長い時間を要していると同時に，その圧変化が弱いとみられる。D波は2相性でダE波は

明確でなく，F波の圧は低いから心室内への血液充盈が緩慢であると見られる現象を示して

いた。

　大静脈圧は0．8～一20mmH　gでA波が高くD波が低い。この現象は心収縮期に大静脈圧が

高くなり，拡張期に低くなることを示しているが，その間におけるF波は2～3相を示して

かな旺変動が多いことを示している。左心室圧についてみると116・5－0㎜HgでA波に

ノッチがみられ，等容収縮期圧に変化がみられる。B波は明瞭でなく，　C波の勾配は低いか

ら左心室からの駆血が阻害され，E波は零線に復帰してないから，心収縮期に完全に駆血さ

れておらず，F波が短縮してG波に移行しており左心室内に駆血量の残溜があるとみられる

所見である。大動脈田こつv・てみれば，125．5－89．0㎜HgでA波が4－5相にわカ」れ・

心臓収縮期における駆血変動が多いことを示し，1波は3相にわかれて，大動脈弁の閉鎖が

阻害されている現象を示している。その他，左心室から大動脈への圧変動は比較的スムーズ

であるが，右心室から大静脈への圧変動はかなりの変動がみられる。また，右心房から右心

室への圧変動もかなり動揺がみられた。
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　症例Na　9についてみると，右心房圧は30．0～7．5mmH　gでa波が2～3相にわかれ・かな

り心房収縮圧に変動がみられると同時に，x波はあまり明瞭でないから，右心房への血液流

入も正常でないとみられる。それに反して，c波ならびにx6波が鋭角に謬められるから右心

室収縮時における三尖弁帆の膨出は衝動的である。v波は3～4相にわかれ，その時間も延

長しており，y波もあまり明瞭に現れていないことからすれば，右心房への血液充盈は不十

分であるとみられる所見である。右心室圧につv・てみれば，24・0－0㎜HgでA灘らび

にB波はほぼ正常に近い波形を示しているが，C波は2～3の細かい振動波がみられ，その

下降脚はかなり巾広く，また，D波にわずかなノッチがみられることからみれば，右心室の

逓減駆出期または温容弛緩期に圧変動があるとみられる所見である。大静脈圧は1．2～一6．4

mmH　g　で心収縮期にA波が高く，心拡張期にD波が低く現れているから・心収縮期の圧変

動が影響しているとみられる所見である。左心室圧では9．3．0－0㎜HgでA波にノグチが

みられるから左心室の二仏収縮期に圧変動があり，C波における2～3相の曲線は逓減駆下

期に圧変動がみられる所見である。E波の鈍円な曲線不明瞭なF波は左心室への血液充盈，

度が低下している現象とみられる所見である。大動脈圧は68・7－4エ0㎜Hgで・A波は鋭

い3相にわかれ，心収縮期における駆血波動の肇化がみられ，1波は4相の細かい棘波にわ

かれているから，大動脈弁の閉鎖不全が疑われる所見である。その他，左心室から大動脈へ

の圧変動は比較的正常に近く，右心室から大静脈への圧変動がみられ，右心房から右心室へ

の圧変動もまた強く現れていることからすれば．右心室側の血行動態における圧変動が著明

であるとみられる所見であった。

　症例晦10における右心室の圧変動は52．0～15．OmmHgでA波の上行脚が緩慢で時間的

に延長がみられ，B波は鮮明でなく，　C波は緩慢で延長がみられるから・心収縮が時間的に

延長しており，同時に右心室からの駆血速度も緩慢であることがわかる。同様にD波の傾斜

も強く，E波は零線を超えていないから，右心室内に駆血残量があるとみられる所見である。

F直ならびにG温温醐であり，右心室内への血液充盈も＋分でないことが想定される所

見である。大静脈圧は22．8～2．5mmHgでかなり高く・A波ならびにD波ともにかなり粗な

曲波を形成し，とくに心収縮期においては，その圧変動が激しいとみられる所見である。左

心室圧は，92．7～4．8mmHgでA波の上行脚は傾斜して時間的な延長がみられ・B波は鈍円

な曲波を示しており，C波は延長しているから駆出期が緩慢な現象であるとみられる所見で

ある。しかし，他の波形では駆出時間が異常に延長し，E波，　F波ならびにG波が不鮮明で

、峰充盈の不二な様相がうかがえる所見である。大静脈圧は89．0－28．0㎜Hgで心収縮

期におけるA波の上行脚はかなり鋭く，1波は明瞭であるから，左心室からの駆血量は瞬間

的で量的にも不足している現象がみられる所見であった。

　症例甑17についてみると，右心房は28．6～6・OmmHgでa波が不鮮明であり・x波は鈍

円で時間的に延長がみられるから，右心房の収縮弛緩状態が正常ではない。また・c波なら
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びにx’波が鋭角で2～3相にわかれていることは，三尖弁の閉鎖が不完全であり，v波が3

～4相の涛波にわかれているのは，右心房への血液流入が円滑でないことを示している。さ

らにy波が緩慢な曲線を示して時間的な延長がみられることは，右心房から右心室への血液

流入醐害されている所見である。右心室圧は41．0－7．0㎜HgでA波がかな噸姦し，し

かもその上行脚に大きなノッチがみられるから，山容収縮期が時間的におくれると同時に，

三尖弁の閉鎖が不完全であり，B波はその曲線が鈍円で，それにつつくC波が不鮮明である

から，右心室からの駆血状態が悪く，D波の下降脚とE波が零線に復帰せず，　F波ならびに

G波が不明瞭であることは，右心室内の駆血が不完全で残溜血液があると同時に，右心室内

への血液流入が阻害されているとみられる所見である。講脈圧は22．8～15．6㎜Hgで，

心収縮から少しおくれてA波の増高がみられ，つついて心拡張期の早期にD波が出現してい

るから．右心室圧の逆流波動とみられる所見を示している。左心室圧は58．0～OmmHgで，

A波の上行脚頂点に2～3のノッチがみられるのは，最大駆出期までの間に圧変動があると

みられ，B波は少しおくれて，　C波が不明瞭であることは，左心室からの駆血が円滑でない

ことを示している。しかし，E波．　F波ならびにG波はほぼ正常とみられるから，左心室内

への血液充盈は正常である。大動脈圧は5τ9～14．7mmH　gでA波はほぼ正常であるが

1波は2～3相のノッチがみられ，大動脈弁閉鎖の際に圧変動があるとみられる所見である。

左心室から大動脈への圧変動は比較的正常とみられ，右心室から大動脈への圧変動では大静

脈への移行部ならびに大静脈起始部において強い圧変動がみられ，血行動態の変化があるこ

とを示している。右心房から右心室への圧変動は，右心房の圧変動がかなり著明であるが，

その移行部においては比較的緩慢な変動であるとみられる所見であった。

　症例Nα18においては，右心房圧が26．5～10。4mmH　gで，　a波ならびにx波が2～3相

にわかれて円滑でないのは，右心房の収縮弛緩が悪いことを示し，c波ならびにx’波が比較

的明瞭なのは，右心室収縮時における三尖弁の弁帆膨出が著明であることを示す所見である。

v波は3～4相にわかれ，y波の移行が円滑でないのは，右心房への血液充盈が低下してい

ることを示す所見である。右心室圧は41．9～OmmHg　で，　A波の上行脚は傾斜して時間的

な延長がみられると同時に，その頂点に3～4相の曲線がみられ，B波は極端におくれて出

現しているから，右心室の収縮に相当の時間を要し，しかもその間に，かなりの圧変動がみ

られて，右心室からの駆血が十分でないことを示している。C波は比較的正常であるが，　D

波の傾斜が強いから，駆血時間が延長しているとみられ，E波は直線に復帰しないので，右

心室内に残溜血液があるとみられる。F波ならびにG波は不鮮明であるから，右心室への血

液充盈醐害されている現象とみられる。大静脈圧は23．0～8．0㎜Hgで，心確画面にみ

られるA波はかなり著明で，逆流血行の存在を疑わせる所見である。左心室圧は88。0～3．5

㎜Hgで，　A波の上行脚の下部にノッチがみられるの1ま，融融収欄に圧変動があるとみ

られる。B波は比較的正常とみられるが，　C波は2～3相の曲線がみられ，最大駆出後の圧

一21一



変動を示している。D波・E波・F波ならびに9波は比較的正常とみられるから，左心室へ

の血液充盈はほぼ正常であるとみられる所見である。大動脈圧は91．0～54．0㎜Hgで，　A

波，1波ならびにD波はほぼ正常である。左心室から大動脈への移行に主る圧変動は比較的

円滑で異常は認められない。右心房から右心室への圧変動はかなり著明で，右心房圧と右心

室圧との境界が明瞭でない。

　症例惚19では，右心房圧が48．0～15．OmmHgで，　a波が3～4相にわかれ，　x波が不

鮮明であることは，右心房の収縮弛緩が円滑でないことを示している。C波ならびにX’波は

鋭角であるが，2相にわかれているのは。三尖弁の閉鎖に異常があるとみられ，v波ならび

にy波の曲線に振動がみられるのは右心室内への血液充盈が円滑に行われていない現象であ

る。右心室圧は50．0～OmmH　gで，　A波の傾斜が強く，しかも2～3の動揺曲線がみられ

ることは，等容収縮期圧の圧変動が著明であることを示しており，B波につづくC波が，4

～5相の動揺曲線を示していることは，右心室からの駆血変動が著明であることを示してお

り，D波の傾斜は駆血時間の延長を示している。また，　E波，　F波ならびにG波にも動揺曲

線がみられるのはあきらかに，右心室への充盈期に圧変動があることを示している所見であ

る。大静脈圧は19．3～OmmHgで，心収縮期後にA波の増高がみられ，心拡張期のD波は

零線を超していないから，逆流変動圧がみられると同時に，つねに静脈圧が高いことを示し

ている所見である。左心室は65．0～OmmHg　で，　A波，　B波ならびにC波には著変がみら

れないが，D波の下降脚にノッチがみられるのは，等容弛緩期に圧変動があるとみられる所

見であるQE波．　F灘らびにG波｝こは鍛が認められない。大動脈圧は84．0～62．5㎜Hg

で，A波ならびに1波に動揺曲線がみられるのは，左心室からの駆血変動圧と大動脈弁閉鎖時に

圧変動があるとみとめられる所見である。左心室から大動脈への移行は極めて円滑で著変が

みられない。右心室から大静脈への圧変動はその移行部に於いて著明な動揺変動が見られる。

右心房から右心室への圧変動は緩慢で房室の圧変動に差がないことを示しているQ

　症例Nα22の右心房圧は38。0～18．OmmH　gで，　a波ならびにx波が不明瞭で右心房の収

縮弛緩が阻害されていることを示し，c波ならびにx’波が小さく，それにつづくマ波は極め

て大きな曲波で2～3相のノヅチを示している。y波にも圧変動を示す曲波がみられるから，

右心房への血液充盈が多いのに反して，その駆出量が減少しているとみられる所見である。

右心室圧は377～0㎜Hgで，　A灘傾斜が強く，上行脚の上部または下部にノッチがみ

られるのは等容収縮期または駆一期に圧変動があることを示し，B波はおくれ，　C波は不鮮

明であるから，右心室からの駆血が円滑でないことを示している。E波．　F波ならびにG波

は比較的正常である。大静脈圧は15．2～0．7mmH　gで，心収縮の直前よりA波が著明に増高

し，D波は零線を超えないのでかなり強い逆流性静脈圧の変動があると同時に，つねに静脈

圧が高いとみられる所見である。左心室圧は55．0～0．5mmH　gで，　A波の上行脚が傾斜して

時間的な延長がみられると同時に．等容収縮期に強い圧変動があるとみられA波の上行脚下
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部に明瞭なノッチが観察される。B波はかなりおくれ，　C波は不明瞭であることからすれば，

左心室から駆血変動があるとみられるが，E波，　F波ならびにG波には著明な変化がみられ

ない。大動脈圧は65．0～35．OmmHgで，その波形には著変が認められ匿い。

　症例Nα23では右心房圧が36；0～18．OmmHgで，かなりその内圧は高いが，明瞭なa波

ならびにx波は右心房の収縮弛緩が比較的円滑に行われていることを示し，c波，ゴ波は巾

広いから，三尖弁の房室内膨隆が著明であることを示している。v波ならびにゾ波はほぼ正

・常である。右心室圧は54．0～OmmHgで，　A波の上行脚には雷雨がみられないが，　B波と

C波の間に深い曲線がみられるから，三尖弁閉鎖後に2段階の駆出圧があるとみられる所見

である。D波。　E波，　F波ならびにG波は著変がみられない。大静脈圧は1．8～τ2mmH　g

で著変が認められない。左心圧は104．0～OmmHgで，その波形もほぼ正常に近い形を示し

て異常が認められない。大動脈圧は73．8～48．6mmH　gで，1波の曲波が2～4相にわかれ

て，大動脈弁閉鎖の際に圧変動があるとみとめられる所見であるが，その他には異常が認め

られない。右心房から右心室に移行する圧変動は比較的円滑であるが．房室の境界圧が明瞭

でなく，右心室圧の影響が右心房に及んでいる現象とみられる所見である。

　症例Nα24では右心房圧と左心室圧のみの観察に終ったが，右心房圧は40．0～20．Or面Hg

で，a波ならびにx波は明瞭で，右心房の収縮弛緩は円滑に行われているが，　c波ならびに

X’波の様相は，三尖弁帆の房内応出がかなり強いことを示している所見である。v波は3～

4相の鋭い心乱を示しており，右心房内への血液充盈の圧変動がかなり大きいことが観察さ

れる。左心室圧は30，0～0．5㎜Hgで．かなり低いがその曲波はほぼ正常｝こ近く著変が認め

られない。

　症例Nα29における右心房圧は3．0～一3．5mmH　gで，　a波ならびにx波は正常に近いとみ

られるが，c波とx’波が不明瞭で，三尖弁閉鎖の状況が不鮮明である。　v波，　y波は比較的

正常波形に近く異常がないとみられる所見である。右心室圧は34．2～1．6mmH　gで，　A波の

上行脚上部に圧変動がみられ，B波の出現がおぐれて，　C波が不鮮明であるから，右心室の

駆面心に圧変動がみられる所見である。D波，　E波，　F波ならびにG波には著変が認められ

ない。左心室圧は100．0～OmmHgで，その曲線には著変が認められない。大動脈圧は

113．7～84．4mmH倉で，その曲線は正常に近い波形を示し異常が認められない。左心室か

層ら大動脈への移行は比較的円滑で異常を認めない。右心房から大静脈の移行圧は，大静脈移

行部で多少の動揺がみられるが，ほぼ正常で大静脈圧にも著変が認められない。

症伽31の右心房圧は16，5～0㎜Hgでa波とx波には細かい振動波がみられ，右心

房収縮時に圧変動があるとみられるQC波，X’波は明瞭であるから三尖弁の房内膨出が強い

とみられ，v波ならびにy波には細かい振動恩波がみられるので，右心房内への血液充盈が

円滑に行われていない現象が示されている。右心室圧は14．0～OmmHgで，　A波の上行脚

下部にノッチがみられ，C波に鋭角な振動波がみられることは，右心室の等容収縮期ならび
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に駆出面に圧変動があるとみられる所見である。F波が2相で細かく鋭い棘波を示している

のは，右心室充満が円滑に行われていない現象を示している。左心室圧は63．0㌻OmmHg

で，B波の出現がわずかにおくれている以外は著変が認められない。右心房から右心室への

移行曲線は，その移行部において著明な圧変動がみられるから，房室間の血行動態に異常が

あるとみられる所見であった。

　症例Nα32では，右心房圧が22．0～1．4mmH　gで，　c波ならびにx波が明瞭であり，右心

房の収縮弛緩は円滑であるが，c波，　x’波がかなり著明に出現しており．三尖弁帆の右心房

内膨出が著明であるとみられる所見である。また，v波は異常に高く，　y波も同様に著明で

あるから，右心房内への血液充盈は著明であると同時に，かなりの圧を有しているから右心

房の駆出残溜があるとみられる所見である。右心室圧は44．1～一4．4mmH　gで，　A波の上行

脚が傾斜し，B波の出現がおくれ，　C波が不鮮明であることは，等容収縮期から駆出期にか

けての圧変動があるとみられる所見である。E波，　F波，ならびにG波が不鮮明なのは，右

心室内へゐ血液充盈が円滑に行われていない現象を示している。大静脈は20．5～一4．4mmH　g

で．心収縮後に3相のA波がみられ，心拡張期に急峻なD波がみられることは，心収縮によ

る圧変動が大静脈におよんでいることを示している所見である。左心室圧は92．0～16．OmmHg

で，B波よりもC波の出現後に最大駆出門がみられる他は，とくに異常が認められない。大

動脈圧は71．0～50．OmmHgで，1波が3～4相にわかれ，大動脈弁閉鎖時に圧変動がある

ことを示している所見以外はとくに変化が認められない。肺動脈梗状部下は心収縮期に上昇

し，拡張期に下降するが，A波の持続時間が長く，　D波のそれが短かいことは，肺動脈模三

部圧がかなり持続的に圧上昇が認められる所見であった。

症伽33の右心房圧は40．8－8．0㎜Hgで，　a波，　x波が不獺で右心房の収縮弛緩が

阻害され，c波，　x’波がかなり明瞭に現われていることは，三尖弁の房内膨出が著明であり，

v波ならびにy波が著明であることは，右心房の充盈と駆出残溜があるとみられる所見であ

る。大静脈田ま33．3～3．3mmH　gで，心収縮期に著明なA波が出現し逆流性圧変動を示してい

る所見である。また，その曲波は2～3相の曲波であり，かなり動揺している圧変動である。

　以上13例の心内圧ならびに血管圧を測定した結果を表5に示した。これらの心内圧なら

びに血管圧をこれまで報告された正常値と比較してみると．左心系，すなわち，左心室圧な

らびに大動脈圧はかなり低く，右心系，すなわち，肺動脈圧，右心室圧，大静脈圧ならびに

右心房圧はかなり高いことが確認され，三尖弁閉鎖不全症においては逆流性のウツ血性心不全

が強く発現することが立証された。

第10節剖検所見

機能的三尖弁閉鎖不全症の13例について，一般臨床検査，血液ならびに尿検査，血液生
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化学的検査．などの臨床検査を実施したうえで，さらに心疾患の精密な臨床診断を行なう目

的でX－Ray，心電図．心音図ならびに心内血圧の検査を実施した。その結果1・3例の症例

においては，それぞれの病態の軽重はみられるが，いずれも機能的三尖弁閉鎖不全症とみら

れる検査所見が得られた。これらの検査は本症の生前における臨床診断の検査基準として

極めて重要であり，かつ，実際の臨床診断に活用し得るものとして臨床的な意義が大きい。

しかしながら，これらの臨床検査所見は，それぞれの検査法における特徴的な検査所見が，

・心疾患の器質的な変化または機能的な変化と事実上如何なる関係にあるかを確認するために

は，これを剖検によって確認しなければならない。そこで12例の症例をすべて剖検に附し，

心臓の病態を肉眼的に観察して，生前における臨床検査所見と照合し。それぞれの検査所見

における特徴的な変化と心臓の形態的な変化の関連を確認することにした。

　12例の剖検を行って心臓の病態を観察した結果は，図60～71に示したように，その

大部分は犬糸状虫（Dirofilaria　i㎜itis）の心内または肺動脈内寄生がみられ，こ

の犬糸状虫が三尖弁閉鎖不全症の大きな原因になっていることが判明したQ

　それぞれの症例について肉眼的に心臓の病態を観察してみれば，症例悔8では右心室なら

びに右心房が著明に拡大し，心臓はほぼ球形を呈していた。また，主肺動脈は通常の約2倍

程度に拡大し，左右の肺動脈枝も拡張がみられた。左右心室内の割面を見れば．右心室壁は

拡張のため葬：薄となり．右心室内ならびに主肺動脈内には多数の犬糸状虫がみられ．この犬

糸状虫は三尖弁口ならびに肺動脈弁口に嵌入した状態を示しており，この状態では心収縮期

に三尖弁ならびに肺動脈弁は完全に閉鎖することが不可能であると想定された。さらに右心

室内ならびに肺動脈内に多数の犬糸状虫が栓塞の状態で寄生していることは，右心室内また

は肺動脈の血行をかなり阻害していたと想定され，右心室の血行ウソ滞による拡張性の機能

的三尖弁閉鎖不全を起していたことが確認された。

　症例Nα9においては，前例とほぼ同様の病態所見であり，右心室ならびに右心房の著明な

拡張，主肺動脈ならびに左右肺動脈枝の拡大，右心室内ならびに肺動脈内における多数の犬

糸状虫の寄生，ならびにこの犬糸状虫の寄生状態から観察して，三尖弁ならびに肺動脈弁の

閉鎖不全と同時に血行ウッ滞による拡張性の機能的三尖弁閉鎖不全が確認された。

　症例晦10においては，右心室ならびに右心房の著明な拡張と主肺動脈の拡大がみられ，

割面では右心室壁の菲薄化と犬糸状虫の寄生がみられたが．この犬糸状虫は主として肺動脈

弁口部に存在し，右心室内には少なかった。この状態からみれば犬糸状虫が肺動脈弁口部に

嵌入して栓塞状態にあったため，右心室はウツ滞性の拡張を起して三尖弁の機能的閉鎖不全

が起ったと想定される所見であったQ

　症例晦17においては、右心室．右心房ならびに主肺動脈の著明な拡張がみられ，心臓は

球形をなし，割面では右心室壁の菲薄化がみられた。右心室ならびに肺動脈内に多数の犬糸

状虫がみられ，三尖弁口ならびに肺動脈弁口に嵌入している状態にあった。このような状態
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からみて、犬糸状虫の弁口嵌入ならびに犬糸状虫の栓塞状態は心内血行のウツ滞による拡張

性の機能的三尖弁閉鎖不全ならびに栓塞性肺動脈弁閉鎖不全を起していたと考えられる所見で

あった。

　症例Nα18においては，前例とほぼ同様の所見であったが，本症例では右心室内に寄生し

た犬糸状虫が三尖弁の腱索にColl　roundし，弁帆は浮腫状を呈して器賓的にも障害がみられた。

　症例Na　19では右心室ならびに右心房の著明な拡張がみられ，割面では右心室壁の葬薄化

が著明であった。右心室内ならびに肺動脈内には多数の犬糸状虫寄生がみられたが，三尖弁

は浮腫を呈し，弁帆には出血がみられるなど，かなり強度の器質的な障害もみられた。

　このような病態では三尖弁口ならびに肺動脈内に犬糸状虫が嵌入した状態にあり，とくに

三尖弁は犬糸状虫の嵌入によって摩擦を起している状態にあったと想定され，犬糸状虫の栓

塞による閉鎖不全ならびに血行ウツ滞による拡張性の機能的三尖弁閉鎖不全が起っていたと

みられる所見であった。

　症例Nα22に：おいては，右心室，右心房ならびに肺動脈の拡張所見は前例と同様であった

が，右心室内に寄生していた犬糸状虫が三尖弁の腱索に固くCoil　roundしており、腱

索の伸展が著しく阻害されている状態にあった。このような状態では，心収縮期に弁帆の腱

索が索引されて閉鎖不全を起していたと想定される所見であった。

　症例”α23では，右心室ならびに右心房の著明な拡張と右心室壁の菲薄化，犬糸状虫の多

数寄生による栓塞性ならびに心内血行のウツ滞による機能的三尖弁閉鎖不全が起っていたと

想定される所見であった。

　症例Nα24では，Nα10，　Nα25と同様の所見で右心室の腱；索に犬糸状虫が固くCoil

roundしていることが確認されたが，本症例ではかなりその状態が強くみられ，　Coil

roundした腱索はその伸張性を失って短縮した状態にあった。この状態からみれば心収縮

期に三尖弁は完全に閉鎖することなく，三尖弁の閉鎖不全によって血行の逆流があったと想

定される所見であった。

　症例Nα29においては，右心室ならび1こ右心房の拡張，肺動脈の拡大ならびに右心室壁の

葬：薄化がみられ，右心室内には中等度の犬糸状虫寄生がみられ，その寄生状態は三尖弁口な

らびに肺動脈弁口に嵌入または栓塞状態にあった。このような状態からみれば，犬糸状虫の

栓塞性ならびに心内血行のウソ滞による拡張性の機能的三尖弁閉鎖不全が起っていたと想定

される所見であった。

　症例M31では，ほぼ前例と同様の所見であったが，右心室内または肺動脈内に寄生して

いる犬糸状虫の寄生数はかなり多く，また，右心室ならびに右心房の拡張も前例に比較して

著明であった。

　症例Nα33では，右心房ならびに右心室の拡張が著明であり，同時に肺動脈の拡張も明瞭

であった。三尖弁は肥厚し．腱索には犬糸状虫がCoil　roundしており，乳頭筋ならびに
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腱索がやや増大していた・肺動脈内にも多数の犬糸状虫が栓塞しており・肺動脈壁に菲薄化していた。

第11節　小 括

　以上48例の心疾患を有する臨床例の中から臨床検査所見によって，機能的三尖弁閉鎖不

全症と疑われた13例の症例について，血液検査，血液の生化学的検査，尿検査．X－Ray

検査心電図検査，心音図検査，心内圧検査ならびに病理解剖によって詳細に観察した成績

について述べた。

　これらの検査成績を総括して機能的三尖弁閉鎖不全症の特微的な所見を挙げてみれば，一

般臨床検査所見では心疾患を表現している臨床症状として，浮腫，腹水，胸水，頸静脈拍動，

ウソ血肝．収縮期性または拡張期性の心内雑音などが挙げられる。とくに頸静脈拍動，ウツ血

肝．ならびに心内雑音，浮腫ならびに腹水の臨床症状は本症を診断するうえに極めて重要な

臨床所見であった。

　一般血液検査ではミクロフ・ラリアの検出，赤血球数や血色素ならびに赤血球容積比の減

少などの所見による貧血症状あるいは静脈血の稀釈現象などが挙げられるが，本症の診断に

最も重要な関係を有する犬糸状虫の寄生状況を知るためには，ミクロフィラリアの検出と循

環血液の質的な検査所見が，本症の診断と予後の判定に重要であると思考されたQ

　　検査所見では静脈ウツ血によるウツ血性腎疾患の所見として尿中蛋白，あるいは潜血反

応などが特徴的な所見であったが，機能的三尖弁閉鎖不全症の直接的な診断というより，む

しろ，本症の予後判定にその資料を提供する所見であった。

　循環血液の生化学的検査所見では，心疾憲による組織代謝異常との関連性を知るうえには重要

であり．予後の判定にも役立つ資料を提供したが，直接本症の診断基準となる資料は得られ

なかった。

　X－Ray検査所見では，心疾患ならびに肺疾患の形態的な変化を観察することによって，

本症の診断上かなり有力な資料を提供した。すなわち，左右心室ならびに右左心房の増大や

主肺動脈ならびに肺動脈枝の拡張所見は機能的三尖弁閉鎖不全症を診断するうえに極めて重

要な所見であったQまた，犬糸状虫の寄生は肺動脈栓塞を起し，これをX－Rayで観察し得

たことは肺循環障害による右心不全を診断するのに重要な所見であった。

　心電図検査所見では．X－Ray所見でみられた形態的な変化を電気生理学的にみた機能的

異常として観察し得た。とくに右心室拡張，右心房拡張の所見は本症の診断に極めて有力な

診断基準であったQ

　心音図検査所見では，収縮期性または拡張期性の心内雑音が本症の診断に有力な資料であ

り．とくに，機能的三尖弁閉鎖不全症においては．三尖弁口の逆流性雑音が本症の確実な診

断基準となり，肺動脈弁の閉鎖不全においては，逆流性拡張期性雑音が重要な診断基準とな
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つた。

　心内圧検査所見では，右心房圧，右心室圧．大静脈圧，肺動脈圧がそれぞれ本症の診断基

準として，極めて重要な資料を提供した。すなわち，機能的三尖弁閉鎖不全症の心内圧では

左心室側（左心室圧，．大動脈圧）の圧が低く，静脈側（右心室圧，右心房圧．大静脈圧）

の圧ならびに肺動脈圧が異常に高いことが知られた。これらの圧変動は三尖弁閉鎖不全によ

る逆流性血行によるものと考えられた。

　しかしながら，本症におけるこのような血行動態のメカニズムについての詳細はあきらか

にされておらず，とくに犬糸状虫の心内寄生に起因する心内血行のHemodynamicsにつ

いては検討されていない。これを解明にするには，心内血行についてのHemodynami　csを

検討する必要があり，著者は次の課題としてこれを実験的に追究することにした。

　剖検所見については一般臨床所見，X－Ray，心電：図．心音図などによる検査所見を裏付

ける所見が得られ，とくに犬糸状虫が右心室内に多数寄生するときは，三尖弁口部に嵌入し

て三尖弁の閉鎖不全を起し，犬糸状虫が三尖弁の腱索にCoil　round　するときは腱索を

索引して閉鎖不全を起す。また，肺動脈に犬糸状虫が栓塞して寄生するときは，右心室内の

血行が阻害され，血行がウツ面して右心室拡張を起すため三尖弁が位置的に変位して閉鎖不

全を発現することが確認された。

　しかしながら，機能的三尖弁閉鎖不全症は三尖弁が器質的に傷害を受けているとは限らず

右心室拡張，静脈環流のウツ滞＝，肺動脈狭窄または閉鎖不全，肺循環不全などの原因によっ

て，三尖弁の閉鎖が不完全な状態となり，心収縮期に右心室内の血行が右心房内または大

静脈内に逆流する現象であり，・このような現象が体循環不全，組織循環不全をきたし，他の

臓器，例えば，肝，腎，肺の機能を阻害すると同時に，いわゆる悪循環を呈してそれぞれの

組織代謝障害を起し，遂には犬の生命を短縮する結果となることが想定される。

　そこで本症におけるHemodynami　csを詳細に観察し，その原因除去に対する資料が得

られるならば，機能的三尖弁閉鎖不全症の治療は極めて容易となるであろうし，また，本症

における血行動態の解明は，心疾患とくに犬糸状虫に起因する心疾患の診断と，その病態を

理解するうえに極めて有意義な資料を提供することになると考えられる。
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第皿章実験的機能的三尖弁閉鎖不全の急性経過による

　　　　　Hemodynamicsについて

　心疾患の診断ならびに心疾患の治療に際しては，心疾患の腫類に応じて変化する心臓の

Hemodynami　csを理解する必要がある。また，すべての心疾患は多少とも心臓のHemody－

namicsに影響し，さらには，体循環を介して組織循環に影響をおよぼし，生体の悪循環

’（Vicious　cycle）を生ずる。それ故に・臨床的には先天性，後天性を問わず心疾患の診断，

治療においては，その個体が示している臨床検査所見から，心疾患によって障害を受けている

心臓のHemodynamicsが理解されなければならない。

　正常な心臓における心臓内のHemodynamicsは，大静脈（Vena　cava）から右心房（Ri－

ght　atrium）に血液が流入し，ついて三尖弁（Tricuspid　valve）の開放によって右心室

（Right　ventricle）に流入する。そして，心収縮期に三尖弁が閉鎖し・肺動脈弁（Pu1－

mQnic　vaIve）が開放して，右心室内の血液が肺動脈（Pulmonary　artery）に駆出され，

肺循環（Pulmonary　cycle）を経て左心房（Left　atrium）に環流される。左心房の血液は

僧帽弁（Mitral　Yalve）の開放によって左心室（Left　ventricle一）に流入し，心収縮期

に大動脈弁（Aortic　valve）が開放して大動脈（Aorta）に駆出される。

　このような心臓内の血液循環は，心臓自体の解剖学的な構造と生理学的な機能によって営ま

れている。すなわち，大静脈から右心房内に・肺静脈から左心房内に血液が流入するときは，

心房が電気的に興奮したのちに，心房が機械的に収縮（Atrium　systole）し，心房から心室

へと血液が流入する。この時，右心室では三尖弁，左心室では僧帽弁が開放するが心室内圧は

低い。心房から心室への血液流入に要する心房圧は右心房で平均3．OmmHg，左心房で平均

8．OmmHgであるといわれる。そして心房から心室への血液流入が起ったとき，その流動音と

して聴診または心音図の上で第皿音がみられる。左右の心室に血液が充盈されたとき，心房は

すでに弛緩期（Atriumdiastole）に入りその収縮圧を減ずるが，同時に心室は電気的に興

奮したのち，機械的に収縮（Ventriclar　systole）し始める。このとき三尖弁ならびに僧帽

弁の弁帆が心室内の圧変化によって緊張し始め，心房圧よりも心室圧がわずかに上廻った時点

で閉鎖する。この時期が等容収縮期（Is。metric　contraction）の始点であり，聴診ならび

に心音図では第i音がみられる。ついで機械的な心収縮が起り，心内圧は急速に上昇し，等容

収縮期の終点で心内圧と動脈圧の均衡がやぶれ，肺動脈弁ならびに大動脈弁が開放し・心室内

の血液は右心室側では肺動脈に，左心室側では大動脈に駆出される。このときの駆出圧は右心

室で21．OmmHg，左心室で108．OmmHg程度であるという。そして心室は収縮期（Systole

election）を経て，心室内の血液を総べて駆出したときに，動脈圧と心内圧とが等圧になる

時期をむかえる。これが等容弛緩期（Isometric　reIaxation）であり，ついで心室が弛緩

し始め大動脈と肺動脈の圧が心室内圧よりもわずかに上廻った時点で閉鎖し，同時に房室弁が
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開放し聴診ならびに心音図では第H音を構成する。心室の弛緩（Ventriclar　diastole）に

ともなって，心室内圧は急速に低下すると同時に心房から血液が急速に流入する急速充盈期

（Rapid　filling）をむかえ・聴診ならびに心音図の上では第H音を構成する。このときにお

ける心室内の拡張期圧は右心室で2．OmmHg，左心室で5．OmmHg程度であるといわれる。

　このような心臓のHemodynamicsは，心臓の器質的または機能的な異常，すなわち，心臓

を構成する心房筋や心室筋・あるいは半月弁や房室弁の器質的な異常，あるいは心室拡張・心

1不全’血液異常・肺循環異常・あるいはその他のさまざまな原因による体循環異常，さらには，

心臓を支配する神経または心臓の電気的活動の異常によって機能的な異常を起した場合は，心

臓内のHemodynami　cs　も当然変化するものと予想される。

　とくに犬における機能的三尖弁閉鎖不全症（Functional　tricuspid｛nsufficlency）

においては，肺循環障害（Pulmonic　disturbance），肺動脈狭窄症（Pulmonic　stenQsis），

肺動脈閉鎖不全症（Pulmonic　insufficieney），犬糸状虫症（Filariasis）などがその大

きな原因となる。しかし，これらの原因は単独で起り得る場合もあるが，多くの場合は2～3

の原因が重複している場合が多いと想定される。例えば犬糸状虫症の場合には，犬糸状虫の肺

動脈栓塞によって肺動脈狭窄または肺動脈弁閉鎖不全が起り・それが原因で右心室拡張に進展し

て機能的三尖弁閉鎖不全を起す場合もあり，また犬糸状虫が直擁三尖弁口に嵌入，または二二

にCoil　round　して三尖弁の閉鎖不全を起す場合もある。さらに，このような三尖弁閉鎖不

全は犬糸状虫の寄生数や寄生状態，あるいは寄生部位によってさまざまな心内圧変化をきたす

であろう。したがって，心疾患における心内圧の観察は，その心疾患のHemodynamicsを理解

するうえに重要であり，また，心疾患の予後判定に重要な役割を果すと考えられる。とくに機

能的三尖弁閉鎖不全症においては，三尖弁口の閉鎖不全の状態と逆流性血行（Regurgition）

との関連性をH㎝odynamicsによってあきらかにすることは，本症の臨床診断に極めて有意

義な資料を提供することになると予想される。

　そこで本章では，肺動脈の人工的な狭窄によって，実験的に機能的三尖弁閉鎖不全をつくり，

その血行動態について観察してみることにした。しかしながら，実験的に肺動脈狭窄によって

急激に機能的三尖弁閉鎖不全を起した場合はCardiac　worklandは急激な変化を起すと予想

され，実際の臨床例でみられる機能的三尖弁閉鎖不全症とは，その血行動態が異なると考えら

れるから，ここでは，機能的三尖弁閉鎖不全を急激に起した場合のHemodynamicsについて

観察した成績についてのみ述べることにする。

第1節　実験材料ならびに実験方法

　実験的に機能的三尖弁閉鎖不全を起す方法としては・肺動脈狭窄法・または栓塞法・あるい

は右心加圧法などが考えられるが，ここでは主肺動脈縫合法を行って肺動脈の狭窄をつくり・

右心室内の血行をウッ滞させることによって右心室の拡張を誘発させ・機能的三尖弁閉鎖不全
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をつくる方法を採用した。実験材料は臨床検査，すなわち，一般臨床所見，ffn液ならびに尿検

査，X－Ray，心電図ならびに心音図検査によって異常が認められない雑種の放大12例を使用

した。

　実験方法は，フローセン麻酔を行って左横臥位に保定し，加圧呼吸を行ないながら，第亙～

IV肋間で開胸し・直視下に心臓を露出して，主肺動脈の起始部を図72に示した方法で縫合し

て・主肺動脈の狭窄をつくった。この場合，開胸前に頸動脈ならびに頸静脈から心臓カテーテ

ルを心臓内に挿入し・その先端を右心室側は肺動脈内に，左心室側は左心室腔内に導入してか

ら開胸を行なった。開胸直後において，さきに導入した心蔵カテーテルを引き抜きながら，肺

門脈圧，右心室圧，右心房圧，大静脈圧ならびに左心室圧，大動脈圧を測定して心内圧の正常

値とした。再び心臓カテーテルの先端を肺動脈と左心室腔に戻し，主肺動脈を縫合して狭窄を

起したのち・正常値を測定したと同様の方法でそれぞれの内圧を測定し，両者を比較検討した。

　この場合・主肺動脈の狭窄の程度によって，機能的三尖弁閉鎖不全の発現程度が異るので，

主肺動脈を1冶一，1均，2レ3ならびに完全縫合の4種類にわけて実験を行なった。主肺動脈の

縫合狭窄をおこなってから，時間経過による圧変化が考えられるので，狭窄後における経時的

な変化も観察した。

　心臓カテーテル法による心内圧の測定は電気血圧計を使用し，ポリグラフを通してビジグラ

フに記録した。この場合，左右の心内圧と心電図を同時に記録した。

　また，三尖弁口部における血行の逆流現象をX－Rayによって翻察した。この場合，導入し

てある心臓カテーテルから造影剤A㎎io－conrayを注入して，右心室から右心房内に逆流する

血行の現象を撮影して観察した。

第2節　実験成績

　機能的三尖弁閉鎖不全のHemodynamicsについて主肺動脈狭窄法によって実験的に観察す

るには・主肺動脈の狭窄の程度，すなわち，主肺動脈縫合の度合によって右心室内の血行ウッ

滞が異なり，三尖弁開閉の度合も異なると考えられるし，また，主肺動脈は解剖学的に血管壁

が薄くその伸縮性が大きいから，主肺動脈の狭窄を起した頭初には，右心室内の血行ウッ滞が

著明であっても，次第に主肺動脈が右心室圧によって拡張し，右心室内の血行ウツ滞が解除さ

れる可能性があるので，これを経時的に観察する必要がある。

　そこで，まず始めに，主肺動脈の狭窄程度によって変化する右心房圧と右心室圧の変化を観

察し・ついで，主肺動脈狭窄を起したのちの経時的な変化を観察した。これらの様相を観察し

なのち・主肺動脈狭窄によって起る機能的三尖弁閉鎖不全におけるそれぞれの房室圧または血

管圧の変動を観察した。

第1項　主肺動脈の縫合度合による機能的三尖弁閉鎖不全の発現
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　主肺動脈縫合法によって，主肺動脈の狭窄をつくる場合は，その縫合の程度によって狭窄

の度合が異なる。そこで8例の実験犬を用い主肺動脈をレ3縫合，レ2縫合，～／3縫合なら

びに完全縫合の4段階にわけて狭窄の程度を変えた場合の右心房ならびに右心室圧を観測し

た。

　その結果，1／＄縫合による主肺動脈狭窄の場合では，図73A～Cに示したように狭窄直後

においては・右心房ならびに右心室圧とその波形に変化はみられないが，狭窄後5分を経過

すると右心房の。波が明瞭になり，心収縮期における三尖弁の右心房内膨出が強くなること

が観察された。また，右心室圧のC波が鈍円となり，逓減駆出期における過剰駆血を示して

いるが，右心室から右心房への逆流とみられる右心房の。波ならびにv波の増高はみられな

いから，機能的三尖弁の閉鎖不全は発現していないとみられる所見であった。

　％縫合による主肺動脈狭窄の場合では，図74A～Cに示したように，縫合直後における

所見では，右心房圧波形には著変がみられないが，右心室圧は上昇し，右心室内における血

行のウツ滞を示している現象がみられた。縫合後5分を経過した時点では，右心房波のa波

ならびにv波の増高がみられ，右心室圧は著明に上昇すると同時に，駆血時間の延長がみら

れる。しかし，右心房波の波形はv波ならびにy波の増高は逆流によるものではなく，むし

ろ右心室圧の上昇によって増高しているものであり，右心室圧の上昇と駆血時間の延長は右

心室からの過剰駆血とみられる所見である。したがって，この実験例では機能的三尖弁閉鎖

不全は発現していないとみられる所見であった。

　匿／3縫合による主肺動脈狭窄の場合は，図75A～Cに示したように，主肺動脈縫合直後に

右心房圧の上昇がみられ，a波，c波ならびにv波はかなり動揺が激しく，その限界が不明

瞭であるから，右心室からの逆流現象があるとみられる。右心室圧は上昇し，急速充盈期の

初期において，C波は陰性を示さないから，逓減駆出直に右心室内の血液が完全に駆出され

ず，右心室内に残溜するとみられる所見を示しているから，あきらかに機能的三尖弁閉鎖不

全が発現しているとみられる所見である。この現象は主肺動脈縫合後5分を経過した時点で

は一層著明に現われており，右心房圧と右心室圧の上昇はとくに著明である。

　主肺動脈を完全に縫合した場合では・図76A～Bに示したように，縫合直後においては・

右心房圧が著明に上昇し，a波，c波は不明瞭でv波も著明に増高している。このとき，右

心室圧はわずかに降下がみられ，逓減駆出時間は短縮している。このような所見はあきらか

に右心室から右心房への強い血行の逆流がみられるもので，この逆流によって一過性に右心

室圧の降下がみられたものである。縫合後2分を経過した時点では，右心房圧の上昇が一層

著明となり，同時に右心室圧の上昇もみられるから・右心室から右心房への血行の逆流は強く・

三尖弁閉鎖不全は著明に発現しているとみられる所見である。しかし・主肺動脈を完全に縫

合した場合では，急速な血行障害によって3～5分を経過して心拍が停止した。

　以上主肺動脈起始部をレ3・均，％ならびに完全縫合の4段階によって主肺動脈を狭窄した
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結果，主肺動脈起始部を縫合することによって右心室内の血行ウッ滞による機能的三尖弁閉

鎖不全を人為的に発現させ得ることがあきらかにされたが，主肺動脈の縫合の程度，すなわ

ち，主肺動脈を％程度以上に狭窄しなければ，機能的三尖弁閉鎖不全は発現せず，右心室

から右心房内への血行の逆流もみられないことが確認された。

　しかしながら・この実験では縫合直後から2～5分の短時間における変化であり，その間

における心内圧の変動を観察したのみであるから，これを経時的に観察して，その経過にお

ける心内圧の変化を観測する必要がある。

第2項　主肺動脈狭窄による機能的三尖弁閉鎖不全の経時的変化

　主肺動脈を2レ3以上縫合することによって主肺動脈狭窄を造成した場合，主肺動脈の狭窄

によって右心室内の血行ウッ滞が起り，それによって機能的三尖弁閉鎖不全が発現すること

があきらかになったが・短時間内での観察では主肺動脈を2掬以下の縫合を行なった場合で

は，実際には機能的三尖弁閉鎖不全が発現し難い。しかしながら，これを経時的に観察した

場合は体循環の異常をともなうので，機能的三尖弁閉鎖不全の発現も異なると予想されるか

ら，前述と同様の方法で主肺動脈をレか勉，％ならびに完全縫合によって造成し，これ

を経時的に観察してみた。

　レも縫合による主肺動脈狭窄の経時的な変化は図77A～Dに示したように，主肺動脈縫合

後30分間における右心房ならびに右心室圧の変化についてみると，縫合後10分を経過す

る時点までは著変を認めないが・20～30分を経過した時点では右心房波の。波が増高してい

るから，経時的には右心室の収縮期初期における三尖弁の右心房内膨出が強くなることが観

察されたが，右心室圧の上昇はみられず，右心房波にも血行の逆流によるとみられる波形の

変化はみられない。したがって，し3縫合による主肺動脈狭窄では，縫合後30分を経過し

ても機能的三尖弁閉鎖不全は発現しないものとみられる。

　主肺動脈をレ2縫合して，これを経時的に観察してみると，図78A～Gに示したように，

縫合後10分を経過した時点から右心房波の。波ならびにv波が増高し・v波の後に2～3

の動揺波が観察され，右心室圧は次第に上昇がみられる。このような現象は右心室の最大駆

出期から逓減駆出期にかけて，右心房内に軽度の血行の逆流が起っているとみられるから，機

能的三尖弁閉鎖不全が発現しているとみられる所見であり，これらの所見は時間を経過する

にしたがって次第にあきらかとなる現象を示した。

　ウ3縫合による主肺動脈狭窄の場合では，図79A～Eに示したように，狭窄後10分を経

過した時点においては，右心房波のa波，c波ならびにv波が増高し，とくにv波の増高と

その後につつく動揺波は右心室からの逆流を強く表現している所見で，あきらかに機能的三

尖弁閉鎖不全が発現している所見である。これを経時的に観察してみると，ル3縫合後20

分を経過した時点で右心房圧が著明に上昇すると同時に，a波・c波ならびにv波の増高は

一層著明となり・右心室圧は逆流による駆出圧の低下がみられるから，このStageでは，
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強い機能的三尖弁閉鎖不全が発現すると同時に，心内血行は経時的に逆流現象が強くなる傾

向がみられた。

　完全縫合による主肺動脈狭窄では，図80A～Cに示したように，縫合直後から著明な右心

房圧の上昇，ならびに右心室圧の上昇がみられ，右心房波のa波と。波が不明瞭で，v波が

著明に増高し，それにつつくy波に動揺がみられる所見はあきらかな逆流現象を示している

所見である。しかし主肺動脈を完全に縫合した場合では2～5分を経過する時点で心停止が

起り・その後の齪察は不可能であった。

　以上の実験経過からすれば・主肺動脈を縫合する程度によって機能的三尖弁閉鎖不全の発

現程度が異なるが，これを経時的に30～60分間翻察した結果では，右心室から右心房への

血行逆流現象が次第に強くなる傾向を示した。しかしこの傾向はそれ程著明なものではなく，

むしろ主肺動脈狭窄の度合が機能的三尖弁閉鎖不全の発現に大きく影響することが確認され

た。

第3項　主肺動脈狭窄による右心房圧・右心室圧ならびに左心室圧の変動

　人為的に主肺動脈を縫合して狭窄を造成することによって，右心室内の血行ウツ滞が起り，

ウッ滞性右心拡張によって機能的三尖弁閉鎖不全が発現すると，右心室から右心房への逆流

血行が起ることが確認された。この場合の機能的三尖弁閉鎖不全の発現機序は・主肺動脈の

狭窄によって，右心室がウッ滞性の心拡張を起すことによるもので，右心拡張が起った場合，

三尖弁ならびにその腱索が正常の位置より拡大した位置に移動して三尖弁口が拡大する結果，

等容収縮期に三尖弁の弁帆が完全に集合閉鎖できなくなる状態を示す。この現象は主肺動脈

の狭窄を解除すると正常な心収縮が営まれることによって理解されるが，実際には主肺動脈

の狭窄の程度，右心室拡張の程度・あるいは心筋収縮力などによって機能的三尖弁閉鎖不全

の度合は異なるものと推察される。

　そこで第1項ならびに第2項の実験成績にもとづいて，主肺動脈を％程度に縫合を行な

い，縫合後5～10分以内における右心房圧，右心室圧ならびに左心室圧の変化を観察して，

その圧変動から機能的三尖弁閉鎖不全のHemodynamicsを考察してみることにした。

　実験例石1における心内圧の変動は図81A～Dに示したように機能的三尖弁閉鎖不全時に

おける右心房圧は，術前において6．8～一5．7mmHgで・術後では11．0～2．OmmHgとなって

右心房圧炉著明に上昇し，右心房波はa波，c波ならびにv波の増高が明らかである。右心

室圧は術前において45．0～一4．5mmHgで・術後においては・4L4～一5．4mmHgを示して

著変が認められない。左心室圧は術前において136．0～4．OmmHgで，術後においては120，0

～一 P0．Omm耳9　を示し，術前に比較して下降している。また・右心室ならびに左心室の駆

出時間は術後に延長している。したがって・術後においては右心室の等容収縮期ならびに等

容弛緩期が，左心室の等容収縮期ならびに等容弛緩期より約2倍おくれる現象がみられる。
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　実験例ノ62では，図82A～Dに示したように術前における右心房圧は5。0～1．2nimHgであ

り，それぞれの曲波は明瞭であるが，術後においては7．5～3．5mmHgでかなり上昇してお

り，それぞれの温温は不明瞭で，とくにv波の増高が著明である。術前における右心室圧は

27．0～一5．OmmHgであり，術後においては18．0～一4．9mmHgで，術前のそれよりも低下

しており，その曲波のD波，F波ならびにG波が延長し，とくにD波の二二は変形して圧変

動がみられる。また，等容収縮期の延長ならびに等容弛緩期の延長もみられる。術前におけ

る左心室圧は114．0－16．OmmHgで・術後においては126．4～一1LOmmHgを示して大

差を認めないが，逓減駆出時間が延長し，D波の変形がみられるから，逓減駆二期の後半に

圧変動がみられる。

　実験例燃3においては図83A～Dに示したように右心房圧は3．6～一7．2mmHgで，術後に

おいては18、0～3．6mmHgとなり，かなりの圧上昇がみられ，術後における右心房圧の変動

はかなり細かく，それぞれの高波は判別し難い。右心室圧は術前で176～一13．6mmHgで

あり，術後では16．5～一2．5mmHgで圧上昇はみられないが，術後における逓減駆出時間の

延長，D波の変動などの所見がみられた。左心室圧は術前に130．0～OmmHgで術後におい

ては82．0～OmmHg　に減少し，逓減駆出時間の延長もみられる。

　実験例癒4における右心房圧は，図84A～Dに示したように，術前においては4．0～一〇．8

mmHgであり・術後では6．5～一3．OmmHgに上昇し，その曲波は著明に変動がみられる。と

くにa波は不明瞭で，c波は著明に変動を示し，v波は2～4の曲波にわかれる変動を示し

ている。右心室圧は，術前に22．1～一3．OmmHgであり，術後においては13．5～一1．5㎜Hg

で低下しているが，その圧変動は著明でC波は不明確であり，逓減駆出時間の延長がみられ

る。左心室圧は，術前に178．0～OmmHgであり，術後においては81．0～一3．5mmHgで減

少を示しており，逓減駆出時間の延長・C波ならびにD波の変動がみられる。

　以上の実験により，主肺動脈を％狭窄して5～10分以内における右心房圧，右心室圧

ならびに左心室圧の変動を観察した結果では，狭窄後において右心房圧が上昇する。この場

合，a波ならびにC波が不明瞭となり，v波が著明に増高し・また・V波につつく細動波の

出現がみられる。このことは機能的三尖弁閉鎖不全によって，心収縮期に右心室内の血行が

逆流することによるものと判断される。このとき，右心室圧は上昇し，左心室圧はおおむね

低下する傾向を示すから，主肺動脈狭窄によって肺循環が障害され，右心室内に血行がウッ

滞して，右心室の拡張が起る。この右心室拡張によって三尖弁の位置が変位し機能的三尖弁

閉鎖不全を発現し，心収縮期に右心室内の血行が右心房に逆流することは前述の実験成績と

同様であるが，右心室の血行ウッ滞によって肺から左心房への還流血液量が減少し，さらに

は左心室から大循環への駆出血液量の減少によって，全身的な悪循環へ発展することが確認

された。

　主肺動脈”§縫合によって機能的三尖弁閉鎖不全が発現し，右心室から右心房へ血行が逆
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流する現象をX－Rayで観察し，その様相を図85A～Bに示した。すなわち，主肺動脈狭窄

後に右心室内に造影剤（Angio－conray）を注入したゴム嚢（直径0．5cm）を浮遊させると心

収縮期に右心室から右心房への逆流血行によって浮遊させたゴム嚢が右心房から大静豚へ移

動することが確認された。このとき右心室は著明に拡張している所見が明瞭に観察され・あ

きらかに機能的享尖弁閉鎖不全による逆流血行であることが証明された。

第3節　小　　括

　機能的三尖弁閉鎖不全のHemodynamicsについて，まず，実験的に主肺動脈縫合法によっ

て狭窄を造成し，右心室の血行ウッ滞による右心室拡張によって機能的三尖弁閉鎖不全を発現

させた。

　この場合，主肺動脈を1塘，レ倉・％・完全縫合の4段階について検討した結果，㎏，レ2縫

合では明瞭な機能的三尖弁閉鎖不全はみられず，少なくとも％以上の縫合を行わなければ，

機能的三尖弁閉鎖不全が発現しなかった。また，主肺動脈はその組織構造から伸縮適応の現象

がみられるので，これを経時的に勧察してみると，1均程度の縫合では30～50分経過しても

経時的な圧変動がみられず・％縫合法によって主肺動脈の狭窄を造成すれば，5～10分以

内に右心房圧，右心室圧ならびに左心室圧が上昇し，a波ならびに。波の平底化，v波の増

高がみられ，逓減駆出時間が延長し，右心室のD波ならびにE波が増高して著明な圧変動が認

められる1。一このとき，左心室圧は低下する傾向にあり，その逓減駆出時間も延長すると同時に，D波，

ならびにE波が増高し，左心室からの駆血圧が変動することが観察された。この場合，右心室

圧の玉容収縮期ならびに等容弛緩期が左心室のそれよりも遅れる現象が確認された。また，X

－Rayによって右心室の拡張と三尖弁口の逆流血行現象が確認された。

　これらの一連の実験により，主肺動脈縫合法によって主肺動脈狭窄を造成し・右心室の血行

ウッ滞による右心室拡張にともなう機能的三尖弁閉鎖不全を発現させることに成功し，その

Hemodynamicsを心内圧測定によって検討してみた結果では・主肺動脈縫合法による狭窄に

よって右心室の血行ウッ滞が生じ・右心拡張にともなって・三尖弁の位置が変動し機能的三尖

弁閉鎖不全が発現する。この機能的三尖弁閉鎖不全によって右心室の血行は右心房に逆流し・

右心房圧が上昇して，静脈ウッ滞に進展すると同時に，右心側の血行ウッ滞は左心室側への還

流血流量の減少をきたし，全身的な悪循環へ進展することが確認された。

　しかしながら，このような現象は日時を経過することによって，代償性に変動することが予

想され，実際に臨床的にみられる機能的三尖弁閉鎖不全症とは異なる現象を示すことが懸念さ

れるので，つぎの実験により二日的な観察を行なうことにした。
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第皿章　実験的機能的三尖弁閉鎖不全の慢性経過による

　　　　　HemodynamiCSについて

　第n章においては主肺動脈縫合法によって・機能的三尖弁閉鎖不全の発現とそのHemody一

namics　lとついて観察したが，これまでの実験による観察は，ほぼ1時間以内における急性経

過の観察であり，臨床的にみられる機能的三尖弁閉鎖不全症に比較して・必ずしも同一の経過

をとるとは限らない。臨床例における機能的三尖弁閉鎖不全症を理解するには・実験的機能的

三尖弁閉鎖不全の慢性経過を観察する必要があると考えたので・主肺動脈縫合法による狭窄性

の機能的三尖弁閉鎖不全の慢性的な経過についてのHemodynamicsを観察した。

第1節　実験方法

　この実験に使用した犬は一般臨床検査によって健康とみなされた6例の雑種成犬を使用した。

実験方法は，はじめにフローセン麻酔下で横臥位に保定し，頸静脈ならびに頸動脈から心臓カ

テーテル法によって，右心房圧，右心室圧，左心室圧ならびに大動脈圧を測定して対照とした。

ついで人工呼吸法を行ないながら開胸し，肺動脈縫合法によって主肺動脈を翫3縫合を行ない

人為的に主肺動脈狭窄を造成した。主肺動脈縫合後には術式に従って閉直し，約7日間，後治

療を行なった。これらの実験犬はいずれも手術の経過は良好であり，約10日後には第1期癒

合によって術創は癒合した。

　その後通常の飼養状態で飼育し，約90日を経過した時点で，再びフローセン麻酔下におい

て頸静脈ならびに頸動脈から心臓カテーテル法によって，右心房圧，右心室圧，左心室圧なら

びに大動脈圧を測定して術前のそれと比較し・主肺動脈狭窄による機能的三尖弁閉鎖不全症の

Hemodynamicsについての慢性経過を検討した。

　心内圧測定法は，心臓カテーテルを電気血圧計に接続してポリグラフによって増幅し，ビジ

ゲラフに記録した。

第2節　実験成績

　実験犬における正常な状態での心内血圧を測定したのち・主肺動脈狭窄によって人為的に三

尖弁閉鎖不全症をつくり，術後90日間観察して本症の慢性経過によるHemodynamicsを検

討した。その成績はおよそっぎの通りである。

第1項　一般臨床所見

　実験的に機能的三尖弁閉鎖不全症を造成し・術後90日間における一般臨床所見の変化に

ついて総括的に観察してみれば，術後10～15日においては・手術侵襲による局所または

全身性の炎症性発熱がみられ・元気，食欲ともに消失したが，その後においては大部分の例
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で手術侵襲による影響は減退した。しかし，6例の実験犬のうち2例は手術侵襲に重複して

三尖弁閉鎖不全の障害が強く出現し，術後恢復がかなり延長した。

　術後約30日を経過する時点で，それぞれの実験例ともに頸静脈拍動が観察されるように

なり，次第に栄養の低下がみられ，運動不括発となり，倦怠感が観察されるようになった。

しかしながら，全身性浮腫や腹水あるいは胸水の貯溜は認められなかった。聴診所見では，

それぞれの聴診部位で収縮期性の雑音が聴取されたが・とくに三尖弁口部において著明に聴

取された。

第2項　心内圧所見

　実験的機能的三尖弁閉鎖不全症の心内圧について，肺動脈狭窄前の心内圧を対照とし，術後80

～90日後の心内圧を測定して，術前における心内圧と比較検討してみると，実験例孤2に

おける右心房圧は，図86A～Dに示したように術前においては約5．0～一4．OmmHgであるが

のち約80日を経過した時点においては，20．0～一5．OmmHgを示してかなり上昇していた。

左心室圧は術前に約120．0～一3．OmmHgであるが，術後においてもあまり変化を示してい

ない，右心室圧は術前においては14．0～4．OmmHgで，術後においては約50．0～一2．OmmHg

でかなり上昇を示しており，右心室側の血行ウッ滞と三尖弁閉鎖不全による逆流血行がある

とみられる所見を示していた。

　実験例オ63においては，図87A～Fに示したように術前の右心房圧が約一5．0～8．OmmHg

であるが，術後においては約10．0～一5．OmmHgで，わずかに上昇を示し，左心室圧は術前

に11α0～OmmHgで，術後においては115．0～一8．5mmHgで大差なく，右心室圧は術前

において約25．0～一10．OmmHgであるが，術後においては約70．0～一20．OmmHgでかな

りの圧上昇がみられた。大動脈圧は術前において約110．0～90．OmmHg，術後においては

180．0～120．OmmHgで圧上昇がみられ，右心室側のウッ滞性血行と逆流性血行がみとめ

られる所見であるが，それと同時に左心室側における圧上昇もみられるから，本症例におい

ては，肺循環障害もともなっているとみられる所見であった。

　実験例茄4においては，図88A～Fに示したように術前の右心房圧は約5．0～一3．OmmHg

であるが，術後においては18。0～5．OmmHgでかなりの圧上昇を示していた。右心室圧は術

前において約10．0～一8．OmmHgで・術後においては約25．0～一3．OmmHgで著明な圧上昇

がみとめられた。左心室圧は術前に120．0～一5，0mmHgであるが，術後においては85．0

～3．OmmHgで，術前のそれより術後の心内圧はかえって低い値を示しており，右心室側の

血行ウッ滞と逆流血行が認められる反面，左心室側の血行不全がみられた。

　実験山臥5においては，図89A～Dに示したように右心房圧は術前に一8．0～一10．OmmHg

であり，術後においては15．0～10。OmmHgでかなりの圧上昇が認められた。右心室圧は術

前に約10．0～一8，0mmHgであり，術後においては約25．0～一10．OmmHgで著明な圧上昇
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が認められた。左心室側は術前に130．0～OmmHgで・術後においては135，0～OmmHgを

示して大差がなく・本例においては右心室側の明瞭なウッ滞性血行と逆流性血行が認められ

た所見である。

　実験例茄6においては，図90A～Eに示したように右心房圧は術前において5．0～3．Omm

Hgであり，術後においては15．0～13．OmmHgでかなりの圧上昇が認められた。右心室圧

は術前に約25・0～一5．OmmHgであったが・術後においては約38．0～一5．OmmHgで著明な

圧上昇が認められた。左心室圧は術前において約140．0～一5．OmmHgであり，術後におい

ては130・0～一4・OmmHgで大差なく・右心室側のウツ滞性血行と逆流性血行が明瞭に観察

された。

　実験例茄268においては，図91A～Cに示したように術前における右心室圧が約15．0～

一13．OmmHgで，術後においては約28．0～3．OmmHgでかなりの圧上昇が認められた。左

心室圧は術前において約110．0～一12．OmmHgであるが，術後においては120．0～3．0㎜

Hgで大差が認められず，右心室側のウッ滞性血行が明瞭に観察された。

第3項　X－Ray所見

　実験的に機能的三尖弁閉鎖不全を発現させた6例の実験例について・その慢性的な経過を観

察した結果においても，右心室から右心房へ血行の逆流が起こることを心内圧測定によって

確認した。さらにこの様椙をX－Rayによって観察してみると・図92にその代表例を示し

たように，あきらかに右心室から右心房内に血行の逆流している現象が観察された。このよ

うな所見は単に三尖弁の機能的な閉鎖不全による血行の逆流のみでなく・静脈系血管構造か

らみて，静脈系全体の血行ウッ滞を生じているとみられる所見であった。

第4項　剖検所見

　本実験に使用した実験犬は実験終了後，すなわち・術後80～90日を経過して剖検を行

なった結果，すべての例で主肺動脈縫合部は約㍗3程度の狭窄がみられ，右心室はあきらか

に拡張し，右心房もまた拡張されていることが確認された。このような右心房ならびに右心

室の拡張している所見は第1章の臨床例における右心室ならびに右心房の異常所見とかなり

～致するものであるが，主肺動脈縫合法による狭窄部位は手術による癒着がみられ・また・

心膜の切開部位にも一部に癒着がみられた。しかし・その癒着の程度と心内圧所見ならびに

X－Ray所見とは必ずしも関係するとは考えられない程度の異常所見であり，右心室ならび

に右心房はあきらかに拡張を呈しながらも，その収縮弛緩運動はリズミカルに行なわれてい

たと考えられた。
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第3節　小　　括

　以上主肺動脈縫合法によって，主肺動脈の狭窄を起し，実験的に右心室側の血行ウッ滞によ

る機能的三尖弁閉鎖不全をつくり，そのHemodynamicsを80～90日間にわたって観察し

た慢性経過について総括してみると，一般臨床検杳所見では，頸静脈拍動の出現，聴診による

収縮期性雑音，全身倦怠感，運動拒否などの所見が観察され，実際の臨床例にみられる機能的

三尖弁閉鎖不全症の臨床所見とかなり一致する所見であった。このような時点で，右心房圧，

右心室圧，ならびに左心室圧を心臓カテーテル法によって測定した結果では・右心房圧・なら

びに右心室圧は著明に上昇し・肺動脈狭窄による右心室内の血行ウッ滞が確認され，この血行

ウッ滞によって右心室の拡張が起り，機能的三尖弁閉鎖不全が発現して右心室から右心房への

逆流血行が起り，その結果として右心房圧の圧上昇がみられることが確認された。このような

経過は第n章で述べた急性経過による磯能的三尖弁閉鎖不全のHemodynamicsとその傾向は

ほぼ同じであるが，さらに第1章で述べた臨床例のHem・dynamicsと共通した点が多く観察

されたことからすれば，主肺動脈の狭窄または栓塞によって起しる機能的三尖弁閉鎖不全の

Hemodynamicsは，ほぼ共通な現象とみて差支えなかろうと推定される。

　また，実験終了後における剖検所見による主肺動脈狭窄の状態，右心房ならびに右心室の拡

張状態から観測すれば，実験的機能的三尖弁閉鎖不全の慢性経過における所見は，臨床例にお

ける本症の剖検所見とかなり一致した点が多く観察された点から考えてみれば，実験的な機能

的三尖弁閉鎖不全症は臨床例における機能的三尖弁閉鎖不全症と形態的ならびに機能的にも同

様の経過を得たと考えられる。
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第IV章　犬糸状虫による実験的三尖弁閉鎖不全

　第一章において・機能的三尖弁閉鎖不全症の臨床例について検討した結果，本症は大部分の

例において犬糸状虫の心内または肺動脈内寄生によって発現する栓塞性または狭窄性の機能

的三尖弁閉鎖不全症であることが確認されたが，犬糸状虫が三尖弁または肺動脈弁口部に寄生

した場合，三尖弁あるいは肺動脈弁の機能がどのように阻害されるか，また，三尖弁あるいは

肺動脈弁の機能が阻害された場合の心内血行はどのように変化するかについては解明されてい

ないと同時に，これらの問題についての詳しい報告がみあたらない。

　そこで，実験的に摘出した心臓標本を使用し，三尖弁口部または肺動脈弁口部に生存してい

る犬糸状虫を嵌入させた場合の弁機能と，右心室圧の変動を観察して臨床例における機能的三

尖弁閉鎖不全症と比較検討してみた。

第1節　実験方法

　臨床的に健康で，犬糸状虫の寄生していない成犬6例を撰択し，聖血によって心臓を摘出し

て標本とした。摘出した心臓標本は生理的食塩水に浸漬し，左右の心房を房室部で切断除去し，

三尖弁ならびに僧帽弁を直視下で観察できるようにした。ついで図93に示したように人工ポ

ンプを使用し，そのポンプの先端を右心室壁または左心室壁から心室腔に通し，生理的食塩水

をもって心内圧を増減できるようにし，ポンプ圧を加減することによって三尖弁または憎帽弁

の開閉を肉眼的に観察しながら16陽シネカメラで撮影した。この場合，心腔内圧を電気血圧

計で測定し，シネカメラによる撮影と心腔内圧記録を同調させた。また人工ポンプに用いた生

理的食塩水は約38～40℃に保温して使用した。一方犬糸状虫が多数寄生している他の実験犬

を放血によって殺処分したのち，犬糸状虫を摘出し，生理的食塩水に浸漬しながら，生存してい

る犬糸状虫10～20隻を三尖弁口部または肺動脈弁口部に嵌入させ，犬糸状虫による三尖弁の

閉鎖不全ならびに肺動脈栓塞による三尖弁閉鎖不全の状態を観察した。

第2節　実験成績

　上述の万法によって，まず三尖弁ならびに僧帽弁の開閉状態を肉眼的ならびにシネカメラで

観察してみた。その成績は図94に示したように，人工ポンプを加圧して左右の心室腔内に生

理的食塩水を注入すると，左右の心室腔が膨張して三尖弁ならびに僧帽弁が閉鎖し・人工ポンプ

を減圧すると心室腔内に満された生琿的食塩水が入工ポンプ内に還流して・三尖弁ならびに僧

帽弁が開放する。この場合，大動脈ならびに肺動脈は止血鉗子によって完全に閉鎖する。この

状態における一心拍について弁の開閉と心内圧とを対比してみると・図95に示したように人

工ポンプによって生理的食塩水を注入し始めると，弁の閉鎖が開始され・注入開始後・約α42

秒の時点．すなわち，等容収縮期の前期に相当する時点で三尖弁ならびに僧帽弁が閉鎖する。
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さらに心室腔内に圧を加えると，左右の心室内圧は急激に上昇し，左右の弁帆は一杯に膨帆す

る。この時点が最大駆出期に相当し，左心室内圧は6．4mmHg，右心室内圧は7．8mmHgである。

この齢の心内田面収縮によるものではなく・心腔内力・田・よるものであるか句当然加圧

の程度によってその内圧は異るが・加圧による弁の閉鎖は心腔内容積の大きい右心室腔において

高く，左心室腔において低い現象を示した。ついで人工ポンプを除々に減圧すると・弁帆の膨

帆も次第に減退し，注入開始後1．26秒を経過する時点・すなわち・等容弛緩期に相当する時

点で弁の開放が始まり，心室内圧は急激に減少し，注入開始後1．68秒の時点で三・尖弁ならび

に僧帽弁が完全に開放し，旧の状態にもどる経過が明瞭に観察された。

第1項犬糸状虫の三尖弁口嵌入の場合

　はじめに人工ポンプによる加圧法によって，三尖弁の開閉状況を観察した結果は，図96

，97に示したように，人工ポンプ圧と右心室圧とは一致しており，弁の開閉状態は生理

的食塩水注入開始後α40秒の時点で山容収縮期に相当して三尖弁が閉鎖し，右心室圧が上

昇して最大駆出馬に相当する時点で6．0撒H9を示した。ついで人工ポンプ圧を減圧すると，

注入開始後1．60秒を経過する時点で二二弛緩期に相当して三尖弁が開放し，注入開始後2ρ0

秒の時点で旧の状態に復し，一心拍における三尖弁の閉鎖ならびに開放が明瞭に観察された。

　ついで三尖弁が開放している状態でその弁口部に他9実験犬から採取した生存している犬

糸状虫1。一2・隻を嵌入させてみると，図98・・示しナ・ように・三尖弁が齢している醐

において，右心室圧の上昇がみられ，人工ポンプによる加圧で等容収縮期に相当する時期

をむかえても，右心室圧の上昇が少なく，最大馬区出駆相当する時点での右・。’室田わ

わずか1．4筋H9である。この場合，犬糸状虫の嵌入口から注入した生理的食塩水が漏出し，

三尖弁は嵌入した犬糸状虫に邪魔されて完全に閉鎖しなかった。人工ポンプを減圧し，等容

弛緩期に相当する時期では，犬糸状虫が嵌入していない状態に比較して，右心室圧の減少

がみられず，三尖弁が完全に開放した時点においても右心室圧は高かった。

　つぎに三尖弁口に嵌入させた犬糸状虫を除去しながら右心室圧を観察してみると，図99

に示したように，犬糸状虫嵌入時においては，三尖弁閉鎖不全のために加圧生理的食塩水が

漏出し右心室圧は低いが　，犬糸状虫除去の途上においては・次第に右心室圧が上昇し・’

儲後においてはほ鰍入前と同様の田こ記している・この場合にお・ナる三尖弁開閉の様

相は図10・に示したように．犬糸状虫摘出途上において三尖弁の閉三冠力‘次第に減少さ

れ，同時に右心室圧は上昇を示し，三尖弁の閉鎖ならびに開放の状態がより円滑に行われ

るようになり，図10葺こ示したように．犬糸状虫が全部除去されたのちにおいては，犬糸状

虫を嵌入させる以前の状態とほぼ同様な開閉状態を示した。



第2項　犬糸状虫の肺動脈栓塞の場合

　肺動脈を開放して，主肺動脈内に他の実験犬から採取した犬糸状虫10～15隻を栓塞させ，

右心室腔内に人工ポンプで生理的食塩水を注入してみると，図102に示したように右心室

圧は，　等容収縮期をむかえた時点から次第に上昇を示し，その最大駆出期に相当する時点

では28．OmmH9を示して右心室腔は極度に拡張し，三尖弁はその位置が変位して完全に閉

鎖せず，生理的食塩水の漏出がみられた。生理的食塩水注入開始後，1．12秒を経過する時

点で，等容収縮期に相当する時期をむかえ，三尖弁が開放するが，その等容弛緩期に相当す

る時期においては右心室が拡張する結果・かなりおくれるζとがわかった。

　ついで，肺動脈内に栓塞させた犬糸状虫を摘出しながら右心室圧を観察してみると，図

103に示したように，主肺動脈に犬糸状虫が栓塞している時点では、肺動脈え駆血が阻害

されて右心室内圧は高いが，摘出途上においては次第に減少し，右心室から肺動脈えの駆血

が円滑に行なわれる様相が観察された。この様相は，図104に示したように・右心室圧は

多少減少し1生理的食塩水注入後0．84秒の時点で等容収縮期に相当し・嵌入している犬糸状

虫の摘出途上においては最大駆出期が延長し，摘出後においては等容弛緩期が短縮した。さ

らに肺動脈に栓塞している犬糸状虫をすべて摘出したのちにおいては，図105に示したよ

うに，等容収縮期に相当する時点が早くなり（0．28秒）ド右心室圧は急激に上昇するが・

右心室内の生理的食塩水が肺動脈へ円滑に駆出される結果，最大駆出期に相当する時点での

右心室圧は1．OmmHgで低く，右心室拡張はみられず，三尖弁の閉鎖も円滑で右心室内から

の生理的食塩水の漏出はみられなかった。また，丁丁弛緩期に相当する時点も早く（0．84

秒），右心室内から肺動脈への駆血が円滑に行なわれることが観察された。

第3節　小 泊

　以上摘出した健康な心臓の生標本によって三尖弁ならびに僧帽弁の開閉状態を入工ポンプ加

圧法で，肉眼的ならびに16％シネカメラで観察した。

　この方法は心臓自体の収縮弛緩運動による状態とは，そのおもむきを異にするが，三尖弁な

らびに僧帽弁の開閉状態が明瞭に観察されることから，この方法を採用して犬糸状虫の三尖弁

口嵌入の場合と肺動脈栓塞の場合における三尖弁の開閉状態を観察してみた。

　その結果，犬糸状虫が三尖弁口に嵌入した場合では，弁口に嵌入した犬糸状虫が三尖弁の閉

鎖を阻害し，右心室から駆出される血行は嵌入した犬糸状虫の間隙を逆流して，右心房内に流

入すると想定される結果が得られた。この場合、右心室の拡張はそれ程著明ではなく，むしろ

犬糸状虫の弁口嵌入の状況ならびに，その嵌入量の多少によって三尖弁閉鎖不全の程度が異な

り，逆流性血行の度合も異なると想定された。

　犬糸状虫を肺動脈内に栓塞させた場合では，栓塞した犬糸状虫によって肺動脈腔が狭窄した
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状態となり，右心室から駆出された血行が阻害されて右心室の拡張が起り，その結果として三

尖弁が変位して閉鎖不全を発現し，右心室から右心房へ血行が逆流すると想定される結果が得

られた。この場合，肺動脈内に栓塞した犬糸状虫によって，駆出血行が阻害されるために，右

心室圧は上昇すると同時に著明に拡張し，三尖弁の変位による閉鎖不全が発現するために，

等容収縮期がおくれると同時に最大駆出期ならびに等容弛緩期も延長することがわかり，犬糸

状虫の三尖弁嵌入または肺動脈栓塞では，第1章で述べた臨床例における一心拍の持続時間が

延長する所見と一致する結果が得られた。
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第V章　　総括ならびに考察

　一一般臨床検査によって心疾患と診断された48例の臨床例のうちから，一般臨床検査ならび

に各種の特殊臨床検査によって，機能的三尖弁閉鎖不全症と確認された13例の臨床例につい

て，一般臨床所見，血液検査所見，ならびに血液生化学的検査所見，尿検査所見，X－Ray検査

所見・心電図ならびに心音図検査所見，心内圧検査所見，ならびに病理解剖検査による検査成

績について検討した。

　その検査成績について総括してみると，13例の症例は雑種，コリー，シェパード，スパニ

エル，スピッツ，ドーベルマンなどの犬種であったが，とくに犬種によって発生頻度の特徴は

みられなかった。また・体重別に観察しても，7．0～23．倣9でほぼ中型犬であったが，特徴的

な傾向はみられなかった。年令別に観察してみると・5～16才のもので比較的高年令のもの

に多くみられ，機能的三尖弁閉鎖不全症は後天性心症思として高年三層に発生率が高いと推定

された。

　一般臨床検査における機能的三尖弁閉鎖不全症の臨床所見として，全身倦怠感，削痩，食欲

不振・頸静脈拍動，咳漱，収縮期性心内雑音，腹水，血尿，肺ウツ血，肺ラッセル音，などの

所見がみられた。これらの所見のうちで，機能的三尖弁閉鎖不全症の特徴的な臨床所見は，頸

静脈拍動，収縮期性心内雑音，ウッ血肝、ならびに腹水の症候が特徴的であった。

　一般的な血液検査の成績では，赤血球数，赤血球容積比，血色素量の減少が目立った所見で

あり，循環血液の貧血状態か，もしくは稀釈現象とみられる所見が特徴的であり，また白血球

数は大部分の例で著明に増加がみられ，内因性の炎症を疑わせる所見あるいは全例においてミ

クロフィラリアが検出され，犬糸状虫の寄生が確認された点，肝機能検査において全例陽性を

示し，肝機能障害がかなり進行している例もみられたことは本症の二次的な変化としての特徴

である。しかしながら，一般的な血液検査所見は機能的三尖弁閉鎖不全症の特徴的な検査所見

というよりも，むしろ本症における病勢を表現している所見であった。

　二三血液申の生化学的検査所見では，血糖量の減少がみられ，コレステロールの増加がみら

れた。尿素義義素量は増加がみられ，アルブミン量は減少し、・掩ではグロブリン量の増加が

みられた。ビIlルビン量も増加がみられるがGOT，GPTは著変がみられない。これらの所見

も一般血液検査所見と同様に機能的三尖弁閉鎖不全症の特徴的な所見というよりも，循環血液

の質的な低下を示している病勢を表現しているものとみられる所見であった。

　尿検査所見においては，尿中蛋白質の排泄，アセトン、潜血反応，ウロビリノーゲンの異常

排泄がみられ，クロールの排泄も増加がみられ，PHは酸性を示している。これらの所見から

みれば，腎疾患の異常所見というより，むしろ，循環血液の異常あるいは組織代謝異常にとも

なうウッ血性腎障害とみられる所見であった。

　胸部のX－Ray検査においては・左側方向投射におけるX－Raア所見では，右心室の増大ま
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たは左右心室の増大がみられるものもあり，また，左右心房の増大がみられ・主肺動脈ならび

に肺動脈枝の拡大しているもの，とくに横隔膜葉における肺動脈紋理の著明なも9）が多かった。

主肺動脈あるいは肺動脈枝に犬糸状虫の栓塞陰影像が多くの例で観察された。胸背方向投射の

X－Raア所見では，右心室の増大または左心室の増大が観察され・とくに右心房の増大と主肺

動脈の拡大，ならびに肺動脈枝の紋理は明瞭に観察された。このようなX－Ray所見では・右

心室の拡張または肥大あるいは左心室の拡張または肥大とみられる所見であった。左右心房の

増大はいずれも心房拡張の所見であり，主肺動脈および肺動脈枝の拡大または下野は，明らか

に主肺動脈ならびに肺動脈枝の拡大を表現している所見であり，栓塞陰影像は犬糸状虫の肺動

脈栓塞とみられ，これらの特徴的な所見は機能的三尖弁閉鎖不全症の形態的な診断に極めて特

徴的な所見であった。

　心音図検査所見では，収縮期性または拡張期性の心内雑音が大部分の例で記録され，とくに

三尖弁口部または僧帽弁口部における逆流性の収縮期性雑音は機能的三尖弁閉鎖不全症の重要

で特徴的な所見であった。また・肺動脈弁口部で多く記録された逆流性の拡張期性雑音は，肺

動脈弁閉鎖不全によるものと考えられた。これらの心内雑音は第1音と第匝音の間で比較的平

担な持続性または漸増漸減性収縮期性雑音であるから，この雑音構成を血行力学的に考察して

みれば，右心室拡張による三尖弁閉鎖不全とそれに起因する漸増漸減性の心内雑音は単純な逆

流性雑音とみられるが，心内雑音が持続性である場合は右心室または三尖弁口部に犬糸状虫が

嵌入している結果，嵌入している犬糸状虫の間隙を通過する逆流血行によるものとみられる。

拡張期性の雑音はおうむね漸減性であり・この漸減性雑音が時間的に延長しているのは・犬糸

状虫の肺動脈弁口の嵌入によるものと考えられる。

　心内圧所見では．機能的三尖弁閉鎖不全を発現している時期においては・左心室側（左心室

圧，大動脈圧）の圧がかなり低下し，右心室側（右心室圧，右心房圧，大静脈圧）の圧が異常

に増高することがわかった。とくに右心房庄において，a波，c波，・波の増高は右心室から

右心房への逆流血行を明瞭に表現している特徴的な所見であった。これらの心内圧または心内

血行の変動は，犬糸状虫の寄生とは無関係ではなく，むしろ犬糸状虫の右心室内または肺動脈

内寄生あるいは栓塞によって，右心室から肺への循環が阻害され，その結果として右心室拡張

から機能的三尖弁閉鎖不全が発現し，右心室から右心房へめ血行が逆流する経過をたどったも

のと考えられる。さらに右心室から右心房への血行の逆流は，静脈の解剖学的構造から，大静

脈あるいは頸静脈への拍動伝達が起り，臨床所見として観察された頸静脈拍動として表現され

るものと考えられる。また，心内血行の逆流は，静脈の血行ウッ滞を招来し，ウッ血肝，ウッ

血忌あるいは血漿成分の組織滲漏として腹水，浮腫，ならびに胸水の発現をきたすものと考え

られる。一方肺動脈へのCardiac・utputが減少すれば，当然左心房への還流血液：量が減少

するから，左心室からのCard董ac・utputも減少し，大循環が量的に低下して組織への酸素

または栄養分の供給が不十分となり，慢性的なAn・xiaを呈すると同時に・いわゆる悪循環を
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繰返して次第に削痩し・全身倦怠が強くなると考えられた。

　以上これまで実施してきた心臓を二心としての臨床検査によって1機能的三尖弁閉鎖不全症

の特徴的な所見を挙げ・それぞれの特徴的な検査所見が互に密接な関連性を有していることが

わかった。したがって・これまでに挙げた特徴的な臨床症状を確実に把握するならば，機能的

三尖弁閉鎖不全症の臨床診断は極めて容易になると思考される。

　しかしながら・これらの病態生理学的な検査所見の特徴は，病理形態的な変化と必ずしも一

致するとは限らないので・これを剖検によって確認してみた結果では，右心室の拡張または肥

大，左右両心室の拡張または肥大・主肺動脈ならびに肺動脈枝の拡大，ウッ血肝，ウッ血腎，

犬糸状虫の心内または肺動脈栓塞などが確認された。これらの剖検所見からすれば、さきに挙

げた病態生理学的な特徴と剖検による病理形態的な特徴とはかなり一致する所見であり，さき

に述べた臨床症状の特徴は，これらの病理形態的な変化から病態生理学的な変化を介して表現

されている症候群とみて差支えなかろうと考えられる。

　しかしながら，病態生理学的な特徴的所見のうちで，機能的三尖弁閉鎖不全症に関する心臓

血管のHemodynamicsについては1これまでに詳細な報告がみあたらないので，これに関し

て実験的に解明しようと試み，主肺動脈縫合法を採用して実験を行った結果では，主肺動脈縫

合の度合によって右心室拡張にともなう三尖弁閉鎖不全の発現様相が異ることが判明した。す

なわち、主肺動脈の直径％程度の縫合を行って狭窄を造成しないと右心室に血行ウッ滞が起

らず，右心室の拡張も発現しない。反面，主肺動脈を％以上狭窄した場合では，急牲の肺楯

環不全によって塊死する。そこで主肺動脈を％程度に縫合して狭窄を造成し1経時的にこれ

を観察してみた結果では，あきらかに右心室拡張によって三尖弁の位置が変位し，機能的三尖

弁閉鎖不全が発現して右心室から右心房への逆流血行が確認された。この場合のHem・dyna－

micsは臨床例でみられたHem・dynamicsと一致する所見であり，とくに慢性経過を追跡し

た実験でのHe皿・dynamicsと臨床例のそれとは極めてよく一致する所見であったことからす

れば・機能的三尖弁閉鎖不全症の発生機序は，肺動脈の循環障害，例えば，肺動脈狭窄あるい

は肺動脈栓塞などによって循環障害が発生した場合は右心室内に血行ウッ滞が生じ，この血行

ウッ滞によって右心室が拡張すると，三尖弁の定位置が遠心性に拡大し，心収縮期における三

尖弁閉鎖時に弁口部に間隙が生じて，右心室内の血流が右心房内に逆流すると考えて差支えな

い。

　また，犬糸状虫が右心室内または肺動脈内に寄生あるいは栓塞した場合における三尖弁の閉

鎖障害，あるいは肺動脈の栓塞性狭窄による機能的三尖弁閉鎖不全の発生機序に関しては，こ

れを心臓のモデル実験で観察してみると，犬糸状虫が三尖弁口に嵌入した状態で寄生するとき

は，機能的三尖閉鎖不全というよりも，むしろ嵌入した犬糸状虫によって三尖弁の閉鎖が阻害

きれる結果，右心室から右心房への逆流血行が発現することがあきらかにされた。肺動脈に犬

糸状虫が栓塞の状態で寄生または嵌入している場合においては，肺動脈の内腔が狭くなり，実
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質的には肺動脈狭窄と同様の血行障害を呈して・さきに述べた肺動脈縫合法による機能的三

弁閉鎖不全と同様に，右心室内の血行ウッ滞による右心室拡張から機能的三尖弁閉鎖不全が

発現すると考えられる。

　したがって，これらの一連の実験結果からみれば，犬糸状虫の三尖弁口部嵌入・肺動脈の

狭窄あるいは栓塞，または他の原因による肺循環障害などによって右心室内に著明な血行の

ウッ滞が生ずるときは，右心室拡張にともなう機能的三尖弁閉鎖不全症を発現するとみて差

支えないと考えられる。このような機能的三尖弁閉鎖不全症の発現頻度が，臨床的に最も高

いと予想される症例は，犬糸状虫症（Filari・si・）であろう。すなわち，犬糸状虫が右心

室内で三尖弁口部に嵌入した状態では三尖弁の閉鎖を阻害し，腱索にC・il・・undしている

ときは，納豆の伸張を阻害して閉鎖不全を発現する。また，肺動脈に寄生または栓塞すると

きは，寄生性または栓塞性の肺動脈狭窄を呈して肺循環障害を起し，右心室の血行ウッ滞か

ら機能的三尖弁閉鎖不全へと発展すると考えられるからである。

　従来，犬糸状虫症の臨床に関しては，犬糸状虫の感染経路，寄生部位，犬糸状虫寄生の診

断，あるいは犬糸状虫の駆虫法について多くの報告（75）（76）（77）（78）（79）（80）（81）

（82）（83）があるが，犬糸状虫の寄生にともなう心臓の機能的あるいは器質的な変化の診断

またはその治療法についての報告（68）（69）（70）（71）（72）（73）（74）は比較的少ない。犬

糸状虫の心臓血管内の寄生は・虫体によってその血行を阻害することは勿論であるが，これ

が長期にわたるときは，心臓血管の機能的または器質的な障害をともない，これがその個体

の基礎疾患となる場合が多い。例えば，犬糸状虫によって機能的三尖弁閉鎖不全症を発現し

た場合，全身的な悪循環によって他の臓器，例えば，肝，肺，腎などの障害を併発するであ

ろう。このような場合に，犬糸状虫の駆虫を行なったのみでは，心臓機能やその他の臓器の

障害が完全に恢復するとは限らず，機能的または器質的な障害が残存して基礎疾患となり得

る。基礎疾患を有するうえに他の疾患に二二したときは，その病勢は一層悪化すると同時に

その予後は不良となるから，実際の臨床においては基礎疾患に対する十分な配慮が極めて重

要となるであろう。
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第VI章 結 論

　臨床例で発見された機能的三尖弁閉鎖不全症の13例について・一般臨床検査・血液検査・

血液生化学的検査，尿検査・x－Ray検査・心電図ならびに心音図検査・心内圧検査を実施し

て，その特徴的な検査所見を把握することができた。

　すなわち，機能的三尖弁閉鎖不全症における一般臨床検査の特徴的な所見は・頸静脈拍動・

ウッ血肝，ウッ血腎，腹水または浮腫，あるいは胸水の貯溜であり，聴診所見では収縮期性ま

たは拡張期性の心内雑音であった。そして，全体的にはウッ血性循環障害の症候群を示すこと

が特徴的であった。

　血液検査ならびに血液生化学的検査では，とくに本症を端的に表現する特徴的な検査所見は

みられなかったが，ミクロフィラリアの検出は犬糸状虫の心臓内寄生から本症の発現機序を想

定する資料となり，その他の検査所見では，病勢を判定するうえの資料が得られた。

　尿検査では，循環障害にともなう組織代謝障害の病勢を判断する資料が得られたが’とくに

機能的三尖弁閉鎖不全症と直接的に関連のある資料は得られなかった。

　X－Raア検査においては，右心室ならびに右心房の増大あるいは主肺動脈ならびに肺動脈枝

拡大の所見から直接的に機能的三尖弁閉鎖不全症を診断する資料が得られた。

　心電図ならびに心音図検査においては，心電図検査における右心室拡張の所見と，心音図検

査における収縮期性あるいは拡張期性雑音が本症診断の特徴的所見であった。とくに心音図検

査所見による逆流性心内雑音の確認は，かなり本症の診断を正確ならしめる重要な所見であっ

た。

　心内圧検査においては．右心室系（静脈系）の圧上昇と左心室系（動脈系）の圧低下がみら

れ，機能的三尖弁閉鎖不全によって全身的な循環障害，すなわち悪循環の様相が把握された。

同時に右心房圧の圧変化は右心室からの逆流血行を表現しゴ本症診断の直接的な診断指針とな

った。

　以上の検査による機能的三尖弁閉鎖不全症の病態生理学的な特徴は・剖検による病理形態的

な所見と比較して検討した場合，理論的にほぼ一致する所見が得られたことから・生前におけ

る本症の病態生理学的な特徴は本症の臨床診断基準と考えて差支えないと思われる。

　さらに，機能的三尖弁閉鎖不全症の罪生機序に関して，実験的に主肺動脈縫合法によって機

能的三尖弁閉鎖不全を発現させて，そのHem・dynamiCsの様相と・これを経時的に観察して

臨床例のHem。dynamicsとを比較検討した結果では・実験例における機能的三尖弁閉鎖不全

と臨床例における機能的三尖弁閉鎖不全症とのHem・dyn・micsはほぼ同様の様相または経過

をとることが確認され，主肺動脈の狭窄，栓塞あるいは重篤な肺循環障害によって右心室内の

血行のウッ滞が強く起るときは．右心室拡張をともなって三尖弁の変位が起り，機能的三尖弁

閉鎖不全が発現し，心収縮期に右心室から右心房への逆流血行を生ずることが確認された。ま
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た，犬糸状虫が三尖弁口部に嵌入するときは，三尖弁の閉鎖障害によって血行の逆流が生ずる

が，肺動脈に寄生または栓塞することによって肺循環障害を呈するときは・肺動脈狭窄と同様

の経過を経て機能的三尖弁閉鎖不全を発現することが確認された。
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